
心も体もはつらつと
第29回老人と集う三世代の広場

　雲一つない晴天に恵まれ、牛久運動公園で恒
例の「第29回老人と集う三世代の広場」が行わ
れました。
　行政区対抗の「紅白玉入れ」では、地域の人
と協力して籠に入った紅白の玉の数を競いまし
た。また、カードに書かれた番号を合わせて
ゴールする「孫といっしょに」（上写真）では、
仲良く手をつないでゴールを目指す微笑ましい
姿が見られました。そのほか「ケツ圧測定」
や「かぼちゃ引き競走」などで、参加者はさわ
やかな汗を流しました。

◆第21回参議院議員通常選挙…2Ｐ
◆第57回社会を明るくする運動…6Ｐ
◆市民満足度調査の結果が出ました…8Ｐ
◆医療年金だより…10Ｐ
・75歳以上（老人保健）の新しい医療制度のしくみ（2）
◆介護保険…12Ｐ
・介護予防「元気教室」ますます元気に開催中！
◆保健センター通信…13Ｐ
・麻しん風しん混合ワクチンの予防接種
◆としょかん…14Ｐ
・学習室の利用方法、こわいおはなし会スペシャル
◆平成18年度審議会等の会議開催実績…16Ｐ
◆交通安全…18Ｐ
・夏の交通事故防止県民運動
◆スズメバチに注意しましょう！…19Ｐ
◆新・牛久ごみニュース…20Ｐ
・ごみ減量におけるリサイクルとは
◆農業用塩化ビニール・ポリエチレン回収…21Ｐ
◆話題・街にひろう…22Ｐ
◆歴史・読み物 昔の牛久…26Ｐ
・「住井すゑとその文学の里（十七）」
◆体育協会だより、文化協会だより…27Ｐ
・体育協会総会、文化協会加盟団体…花柳親駒会
◆市民特派員レポート…28Ｐ
・牛久沼水辺の自然と文化
◆消費生活センターだより…29Ｐ
・火災警報器の悪質訪問販売にご注意！
◆旬・菜・人…29Ｐ
・カボチャの黄色で夏を乗り切る！
◆暮らしの情報…30Ｐ
・中村紘子トーク＆コンサート
・夏祭りへ行こう！
・市営住宅入居者募集
・牛久自然観察の森・7月のイベント
◆今月のたいへんよくできました…42Ｐ
・牛久教会こどものいえ幼稚園のお友だち
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広報うしく

主な内容主な内容

市 民 憲 章
　1.水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1.未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1.心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1.日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1.笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう
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投
票
で
き
る
方

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
転
入
届
出
を
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
住
民
票
を
作
成
さ
れ
た
方
で
、

引
き
続
き
３
カ
月
以
上（
７
月
11
日
現
在
）住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

年
齢
要
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
62
年
７
月

30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
投
票
日
当
日
20
歳
以

上
の
方
が
有
権
者
と
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
当
日
、
投
票

所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。期
間
は
、公
示
日
の
翌
日（
７
月
13
日
）

か
ら
投
票
日
の
前
日（
７
月
28
日
）ま
で
の
毎

日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
の
で
、
市
役
所
期
日
前
投
票
所（
市
保
健

セ
ン
タ
ー
２
階
・
市
役
所
敷
地
内
）、
ま
た

は
牛
久
駅
前
期
日
前
投
票
所（
牛
久
駅
東
口
・

駅
前
公
園
内
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
市

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
車
い
す
用
ス
ロ
ー
プ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
施
設
が

不
在
者
投
票
の
指
定
施
設
に
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
早
め
に
施
設
の
不
在
者
投
票
担
当
者

の
方
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
、
戦
傷
病
者
特
別
援

護
法
に
規
定
す
る
両
下
肢
、
ま
た
は
、
体
幹

の
不
自
由
な
方
で
該
当
す
る
方
、
介
護
保
険

法
に
規
定
す
る
要
介
護
５
の
方
は
、
自
宅
に

い
た
ま
ま
郵
便
に
よ
り
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
市
総
務

課
内
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

遠
隔
地
で
の
不
在
者
投
票

　

長
期
出
張
な
ど
、
選
挙
期
間
中
、
牛
久
市

以
外
に
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
牛
久
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
の
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
が
必
要

と
な
る
た
め
、
多
少
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
と
点
字
投
票

　

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
自
分
で
字
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
投
票
所
の
係

員
が
代
筆
し
ま
す
の
で
、
当
日
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
安
心
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
目
の
不
自
由
な
方
は
、
点
字
に
よ
り
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券

　

入
場
整
理
券
は
郵
送
し
ま
す
。
投
票
所
に

第21回参議院議員通 常選挙
投票日は7月29日（日）午前7時〜午後8時

お
越
し
の
際
は
、
入
場
整
理
券
の
お
名
前
、

投
票
所
を
ご
確
認
の
上
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
万
一
、
有
権
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
お
手
元
に
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い

場
合
は
、
投
票
所
で
入
場
券
の
再
発
行
を
受

け
て
か
ら
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

運
転
免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

が
あ
る
と
手
続
き
が
早
く
な
り
ま
す
。

開　

票

　

開
票
は
、
牛
久
南
中
学
校
で
午
後
９
時
か

ら
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
会
場
の
都
合
で

参
観
者
が
多
い
場
合
は
入
場
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
新
聞
朝
刊
に
折
り
込
み
配

布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
選
挙
公
報
は
、
新

聞
折
り
込
み
の
ほ
か
市
役
所
、
各
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
運
動

公
園
体
育
館
の
窓
口
に
用
意
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
聞
を
購
読
さ

れ
て
い
な
い
方
で
選
挙
公
報
を
ご
希
望
の
方

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
市
総
務
課
内
）☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内

線
１
０
１
３

　第21回参議院議員通常選挙が7月29日に執行される予定です。選
挙は、私たちの貴重な意思表示の機会です。この機会を放棄するこ
となく、あなたの大切な一票を投じてください。
　なお、新聞、テレビなどでご承知のとおり、本選挙の執行日が変
更となったことで、うしくかっぱ祭りの日程と重なりました。牛久
市選挙管理委員会では、投票所の変更、誘導員の配置など配慮をす
る予定ですが、投票所によっては、大変な混雑が予想されます。有
権者の皆様には大変ご不便をお掛けいたしますが、ご了承ください。
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正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
「
う

ま
い
も
ん
ど
こ
ろ
推
奨
の
県
名
産
品
セ
ッ
ト

（
常
陸
牛
、
メ
ロ
ン
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
詰
め

合
わ
せ
１
万
円
相
当
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

◇
応
募
資
格

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
方（
応
募
は
１
人
１

口
に
限
り
ま
す
）

◇
応
募
方
法

　

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る

茨
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
予
想
投
票

率
、
お
よ
び
選
挙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
を
必
ず
記
載
し
て
、
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
に
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
茨
城
県
選
挙
管

理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

【
記
載
内
容
】

① 

予
想
投
票
率

○
前
回
参
院
選（
平
成
16
年
執
行
）の
投
票
率

（
50
・
07
％
）を
上
回
る
予
想
投
票
率
を
記

載（
小
数
点
以
下
第
２
位
ま
で
記
載
）し
て

く
だ
さ
い
。

② 

選
挙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

質
問
「
こ
の
目
指
せ
！ 

投
票
率
ア
ッ
プ
・

ピ
ッ
タ
リ
大
作
戦
を
ど
こ
で
知
り
ま
し

た
か
？
」（
複
数
回
答
可
）

《
回
答
例
》
チ
ラ
シ
、
広
報
紙
、
新
聞
記
事
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
映
画
館
、
Ｃ
Ｍ
、
知
人

か
ら
聞
い
た
…
な
ど

【
申
し
込
み
先
】
郵
便
〒
３
１
０
‐
８
５
５

５ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６ 

茨
城
県

選
挙
管
理
委
員
会

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・
３
０
１
・
０
２
３
３

　

Ｅ
メ
ー
ルpittari@

pref.ibaraki.lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.pref.ibaraki.

　

jp/senkan/index2.htm
l

◇
応
募
期
間　

　

７
月
28
日（
土
）ま
で（
当
日
消
印
ま
た
は

配
信
有
効
）

◇
抽
選
方
法
お
よ
び
結
果
の
発
表

　

茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
８
月

上
旬
に
抽
選
会
を
実
施
し
、
結
果
を
当
選
者

へ
個
別
に
連
絡
し
、
９
月
下
旬
、「
県
名
産

品
詰
め
合
わ
せ
」を
当
選
者
へ
発
送
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

「
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
２
９
・
３
０

１
・
０
２
３
１
ま
た
は
☎
０
２
９
・
３

０
１
・
０
２
３
２（
平
日
の
み
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　下記の投票所の名称と場所の変更や小学校の改修工事などにより投票所への出入口の一部が使用
できないこととなりますので、次ページの案内図を参照してください。
○投票所などの変更
・中央第2投票区投票所　市保健センター　➡　神谷二区投票区投票所　神谷二区区民会館
○投票区の名称変更など
・中央投票区（旧中央第1投票区）投票所　市役所 → かっぱ祭りのメインステージが設置されるため、

祭り開催時間中は混雑が予想されます。
○工　事
・上町投票区投票所　牛久小学校 → 校舎工事中のため、正門からお入りください。
・岡見投票区投票所　岡田小学校 → 校舎工事中のため、体育館側からお入りください。
○行　事
・ひたち野投票区投票所　牛久運動公園体育館サブアリーナ →　牛久運動公園体育館多目的室
　※大会開催のため、体育館正面玄関からお入りください。

第21回参議院議員通 常選挙
投票日は7月29日（日）午前7時〜午後8時

茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

「
目
指
せ
！ 

投
票
率
ア
ッ
プ
・
ピ
ッ
タ
リ
大
作
戦
」

21



投票所を必ずご確認 ください
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上町･下町行政区の有権者

城中・新地行政区の有権者

刈谷・秋住団地行政区の有権者

田宮（田宮町字笹塚・田宮町番外
以外）・本町・エスカードビル行
政区の有権者

南1丁目（23番地〜44番地）・4丁目
（みどり野行政区、南4丁目37番地
のみ）・7丁目の有権者

南1丁目（1番地〜22番地）・2丁目・
3丁目（東みどり野行政区以外）の
有権者

栄町3丁目・5丁目・6丁目、中央1丁目（神
谷二区行政区以外）・2丁目・3丁目・4丁目・
5丁目、柏田町（栄町行政区のみ）の有権者

栄町1丁目･2丁目・上柏田1丁目・
2丁目の有権者

上柏田･中柏田行政区、栄町4丁目、
上柏田3丁目・4丁目の有権者

南3丁目（東みどり野行政区のみ）・
4丁目（緑ケ丘・東みどり野行政区
のみ）・5丁目・6丁目（緑ケ丘・東
みどり野行政区のみ）の有権者

つつじが丘・第2つつじが丘行政
区、田宮町字笹塚・田宮町番外の
有権者

　投票所は23カ所です。市選挙管理委員会から郵送される入
場整理券に記載されている投票所を必ずご確認の上、お越し
ください。なお、上町投票区、岡見投票区は投票所となる学
校施設の一部が工事中のため、入場方向にお気を付けくださ
い。また、神谷二区行政区にお住まいの方は、今回から神谷
二区区民会館が投票所となります。

神谷二区行政区の有権者

※市役所は、かっぱ祭り会場となるた
め混雑が予想されます。
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投票所を必ずご確認 ください

大中・東猯穴・ひたち野西行政区
の有権者

神谷5丁目・さくら台2丁目・3丁
目の有権者

久野･大和田･中央･正直･島田･桂･
報徳･井ノ岡･小坂行政区の有権者

女化行政区・さくら台4丁目の有
権者

岡見・下柏田・上池台・下根ケ丘・
第８岡見行政区の有権者

奥原行政区の有権者

小坂団地・東岡見・上太田・小坂
（一部）・向原行政区の有権者

神谷行政区・神谷1丁目〜4丁目・
6丁目の有権者

北部・ひたち野・ひたち野東・びゅ
うパルクひたち野・下根・東下根
行政区の有権者

牛久市選挙管理委員会
（市総務課内）
☎873-2111

内線1013

猪子・一厚東（栄町1丁目を除く）・
一厚西行政区の有権者

南部・向台行政区・みはらし台の
有権者

※大会開催のため、体育館正面玄関か
らお入りください。



第57回社会を明 るくする運動
〈強調月間7月1日〜31日〉
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主
唱
／
法
務
省

　

牛
久
市

　

牛
久
市
保
護
司
会

　

牛
久
市
更
生
保
護
女
性
会

　

牛
久
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
会

 
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。　

　

市
で
も
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
青
少
年
相
談
員
連
絡
会
を
中
心
に
、

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

少
年
非
行
の
状
況

（
茨
城
県
警
少
年
課
資
料
よ
り
）

　

茨
城
県
の
平
成
18
年
中
の
刑
法
犯
少
年
の

検
挙
・
補
導
状
況
は
、
６
６
２
２
件（
前
年

比
３
・
２
％
減
）で
、
全
国
的
に
も
減
少
の

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
凶
悪
犯

（
強
盗
な
ど
）に
つ
い
て
は
増
加
し
て
お
り
、

表
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
要
因
と

し
て
は
、
社
会

の
複
雑
化
、
社

会
環
境
の
悪
化
、

家
庭
な
ど
の
教

育
機
能
の
低
下
、

地
域
社
会
の
犯

罪
抑
止
力
の
低

下
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

万
引
き
防
止
の
た
め
に

お
店
の
方
へ

＊
店
内
放
送
を
行
い
、
注
意
を
喚
起
し
ま

し
ょ
う
。

＊
店
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
り
、
商
品
を

も
て
あ
そ
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
、
積
極
的
に
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は

＊
子
ど
も
の
持
ち
物
に
気
を
付
け
て
、
買
い

与
え
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
「
ど
う

1
子
ど
も
を
放
任
す
る
な 

ー
子
ど
も

を
育
て
る
責
務
の
自
覚
を
ー

・
子
ど
も
の
身
の
回
り
、
行
動
に
注
意

し
よ
う
。

2
親
の
権
威
を
失
う
な 

ー
し
つ
け
に

自
信
を
ー

・
子
ど
も
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
よ
う
。

3
子
は
親
を
写
す
鏡
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
る
な 

ー
自
ら
厳
し
く
ー

・
子
ど
も
に
教
え
た
こ
と
は
自
分
で
模

範
を
示
そ
う
。

4
親
子
の
対
話
を
忘
れ
る
な 

ー
子
ど

も
の
理
解
を
ー

・
子
ど
も
に
積
極
的
に
話
し
掛
け
よ

う
。

5
子
ど
も
に
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ

せ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な

・
や
っ
て
い
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
の
け

じ
め
を
教
え
よ
う
。

6
子
ど
も
に
過
度
の
期
待
を
掛
け
る
な 

ー
適
度
な
目
標
と
進
路
を
ー

・
親
の
一
方
的
な
願
望
や
見
え
で
子
ど

も
を
し
か
り
付
け
る
こ
と
は
や
め
よ

う
。

7
子
ど
も
を
甘
や
か
す
な 

ー
忍
耐
力

と
自
律
心
を
ー

・
物
分
か
り
の
よ
い
親
は
要
注
意
で

非
行
防
止
の

た
め
の
十
則

殺人 強盗 放火 強姦

国
17年 73 1,172 245 153
18年 73 912 297 113

県
17年 0 18 3 2
18年 2 28 4 3

凶悪犯の検挙件数　　　　　（単位:件）
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愛の募金運動に
ご協力ください

青少年の非行防止と更生の援助のために
あなたの温かい理解と愛の手を！

牛久市更生保護女性会会長　川村 敏子
　「第57回社会を明るくする運動」強調月間が7月1日
から始まりました。更生保護女性会は、女性の立場か
ら「青少年に母の愛を」をモットーに、不幸にして非
行に陥ってしまった青少年のために、一日も早く本来
の健やかな姿に立ち戻ってもらいたいという願いを
もって、援助のための募金活動を行っています。
　これは、県下の更生保護女性連盟の一事業であり、
おかげさまで毎年多額の浄財が寄せられ、県内の矯正
施設ならびに保護観察中の少年たちの更生保護費とし
て寄付しております。施設では、図書費や視聴覚器材
をはじめ、社会活動のための参加費、作業用の衣類、
あるいはパソコンなどの教材費などに有効に役立てて
います。また、私どもの地域活動にも役立たせていた
だいております。
　今年もこの「社会を明るくする運動強調月間」に会
員が募金活動を行います。この趣旨をご理解ください
まして、一層のお力添えをお願い申し上げます。

第57回社会を明 るくする運動
〈強調月間7月1日〜31日〉

す
。

8
小
さ
い
と
き
か
ら
し
つ
け
る
こ
と
を

忘
れ
る
な ―

後
で
悲
し
ま
な
い
た

め
に―

・
か
わ
い
が
る
だ
け
で
は
子
ど
も
を
駄

目
に
し
ま
す
。

9
二
つ
し
か
っ
た
ら
、
三
つ
褒
め
る
心

掛
け
を
忘
れ
る
な ―

い
つ
も
励
み

と
温
か
さ
を―

・
頭
ご
な
し
や
む
ら
の
あ
る
感
情
的
な

し
か
り
方
は
逆
効
果
で
す
。

10
子
ど
も
に
目
標
を
持
た
せ
る
こ
と
を

忘
れ
る
な ―

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

方
向
を
正
し
く―

・
過
度
の
干
渉
を
避
け
て
、
自
立
化
を

助
け
よ
う
。

「地域の力」が立ち直りの力になります。

牛久市保護司会晝田会長（写真左）から池辺市長に「社会を
明るくする運動」の法務大臣メッセージが伝達されました

問い合わせ　市児童福祉課☎873-2111内線1731

し
た
の
」
と
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

＊
万
引
き
を
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
、
親

子
一
緒
に
お
店
に
謝
り
に
行
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

＊
万
引
き
は
「
お
金
を
払
え
ば
よ
い
」
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、「
泥
棒
」
で
あ
る
こ

と
を
は
っ
き
り
教
え
て
く
だ
さ
い
。

少
年
に
良
い
環
境
を

家
庭
で
は

＊
親
子
の
対
話
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
大
人
は
ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
を
家
庭
に
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
テ
レ
ビ
な
ど
は
、
健
全
な
番
組
を
選
ば
せ

ま
し
ょ
う
。

＊
子
ど
も
に
は
、
良
い
本
を
読
む
習
慣
を
つ

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
正
し
い

使
用
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

＊
勉
強
部
屋
な
ど
が
子
ど
も
た
ち
の
た
ま
り

場
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
は

＊
地
域
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

＊
有
害
図
書
、
有
害
玩
具
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
自
動
販
売
機
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

＊
成
人
映
画
な
ど
は
、
子
ど
も
に
見
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
遊
戯
場
な
ど
が
少

年
の
た
ま
り
場
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

統一標語 「防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り」
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民
満
足
度
調
査
の
結
果
が
出
ま
し
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（1）回答者の構成
【性別】

　

平
成
18
年
度
末
に
実
施
し
た
「
平
成
18
年
度
牛
久
市
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
市
民
満
足
度
調
査
」
の
集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、「
市
政
全
般
に
お
け
る
満
足
度
」、「
も
っ
と
充
実
し

て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
る
施
策
」
に
つ
い
て
、
市
民
が
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か
を
と
ら
え
、
市
政
全
般
に
お
け
る
市
民
満
足
度
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
政
策
別
に
今
後
重
点
を
置
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
を
整
理
し
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め

に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【調査の実施概要】
◎調査期間：平成19年2月19日（月）〜3月16日（金）
◎調査対象：市内に在住の20歳以上の市民および外

国人登録者から無作為に抽出した3,000人
◎回答件数：1,240件（回収率：41.3％）
★「もっと充実してほしいと感じている施策」とは…
 　市は現在、「第2次総合計画（計画期間2001年〜2010
年）に基づき「あたたかみのあるまち」を実現するた
めに37の政策分野を推進していますが、これらの政策
分野は合計165の施策で構成されています。今回の調
査では、さらに充実してほしいと感じている施策につ
いてお聞きしました（複数回答可）。

○「非常に満足」「満足」「やや満足」を合計すると、全体の8割近くの市民が牛久市の住み心地に満
足していると感じている状況であり、これは昨年度と比較して0.8ポイントの増加となっています。

（2）市政全般における満足度
①牛久市の住み心地は？

【年齢】

市
民
満
足
度
調
査
の
結
果
が
出
ま
し
た
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○「非常にそう思う」「そう思う」「どちらかというとそう思う」を合計すると、全体の半数の市民が
税金に見合うサービスがされていると感じている状況であり、これは昨年度と比較して16.2ポイン
トの増加となっています。

順位 政策分野 施　策　名　称 件数
1 安全・安心 夜道を明るくする（防犯灯など） 899
2 安全・安心 安全な道路環境をつくる（カーブミラーなど） 889
3 環境保全 良好な緑地や水辺環境を将来に残す 850
4 環境保全 霞ヶ浦や牛久沼の水質を良好にする 823
5 環境保全 ごみの削減や資源化を徹底し効率的に収集し処分する 737

6 環境保全 廃棄物の発生を抑制し再利用する循環型社会を目指す（リサイ
クルプラザなど） 732

7 地域経済 女性、高齢者、障害者の雇用機会を拡大する 704

8 福祉 高齢者の生きがいや障害者の積極的な社会参加の体制をつくる
（福祉センターなど） 673

9 地域経済 牛久駅とひたち野うしく駅周辺を活性化する 654
10 生活空間整備 JR常磐線の利便性と快適性を高める（JRへの要望活動など） 640

　この調査の結果については、設問ごとに男女別、年代別、地域別に分けて分類し、詳細な傾向をつ
かむことができるように取りまとめました。
　また、この調査で寄せられた多くの自由意見についても、政策別に分類し、市政の運営に役立つよ
うに取りまとめています。
　詳細な報告書については、下記の市ホームページおよび情報公開統合窓口で公表していますので、
ご覧ください。
問い合わせ 市秘書課☎873-2111内線3200〜3201
　　　　　 ホームページhttp://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/hisyo/manzoku/ma_index.htm

○安全・安心な生活を確保するための施策の充実を求める意見が多く、そのほかにも環境の保全、地
域経済の活性化などが上位に入っています。

（3）「もっと充実してほしい」と感じている施策は？
○もっと充実してほしいと感じている施策ベスト10　（施策数：165）

②納めている税金に見合う行政サービスを受けていますか？
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
75
歳
以
上（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場

合
に
は
65
歳
以
上
75
歳
未
満
）の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
現
在
資
格
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
平

成
20
年
３
月
に
新
し
い
保
険
証（
被

保
険
者
証
）が
一
人
に
一
枚
送
付
さ

れ
ま
す
。

③
医
療
機
関
窓
口
で
の
患
者
負
担
は
、

現
在
の
老
人
保
健
と
同
様
に
原
則
１

割
負
担
、
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

④
保
険
料
は
、
原
則
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
と
な
り
ま
す
。

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

は
平
成
19
年
11
月
ご
ろ
に
決
定
す
る

予
定
で
す
。

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
は
、

県
内
全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連

合
が
行
い
ま
す
。

⑥
各
種
申
請
等
の
窓
口
業
務
、
保
険
料

徴
収
業
務
は
今
ま
で
ど
お
り
市
町
村

が
行
い
ま
す
。

（
※
１
）後
期
高
齢
者
の
医
療
に
か
か
る

費
用
の
う
ち
、
皆
さ
ん
が
医
療
機
関

窓
口
で
支
払
う
患
者
負
担
を
除
い
た

分
を
、
公
費（
国
、
県
、
市
町
村
）が

５
割
を
負
担
、
現
役
世
代
か
ら
の
支

援（
若
年
者
の
保
険
料
）が
４
割
を
負

担
し
、
残
り
の
１
割
を
後
期
高
齢
者

の
皆
さ
ん
か
ら
保
険
料
と
し
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
下
図
参
照
）

問
い
合
わ
せ 

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合（
水
戸
市
赤
塚
１
‐
１

ミ
オ
ス
１
階
）☎
０
２
９
・
３
０

９
・
１
２
１
２
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・
３

０
９
・
１
１
２
６
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ibaraki-kouikirengo.

　

ecnet.jp/

ま
た
は
市
医
療
年
金
課
☎

８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
２
２

75
歳
以
上（
老
人
保
健
）の
新
し
い
医
療
制
度
の
し
く
み（
２
）

　

老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
へ

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

後期高齢者医療制度の運営のしくみ
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老人保健医療受給者証の負担割合が見直しに
　平成14年10月の制度改正に伴い、老人保健受給者の方の負担割合は前年の所得に応じて1割（一般）または3割

（一定以上所得者）となります。この負担割合については、毎年1回、7月に前年の所得に応じて負担割合の判定
が行われ、翌8月1日から新しい負担割合が適用になります。判定の結果、新しい負担割合が適用される方につ
いては7月下旬に新しい受給者証が郵送されますので、8月1日からは新しい受給者証をお使いいただくようにな
ります。
　ただし、平成18年8月から2年間の経過措置として、一定以上所得者であっても下記要件に該当する場合は、自
己負担限度額が一般の適用となります。
　なお、1割負担（一般）のままで負担割合に変更のない方については新しい受給者証の交付は行いません。現在
お持ちの受給者証をそのままお使いいただくことになりますので、紛失などには十分ご注意ください。

※負担割合の判定基準について

問い合わせ　市医療年金課☎873-2111内線1722

判定の基準 区　分 負担割合

上記に該当するが、課税所得が145万円以上213万円未
満の場合

世帯に属する老人保健該当者、または70歳以上の方で、
課税所得が145万円を超える方がいる場合

一定以上所得者
3割負担

3割負担
自己負担限度額「一般」適用

世帯に属する老人保健該当者、または70歳以上の方で、
課税所得が145万円を超える方がいない場合 一　般 1割負担

減額認定、ご存じですか？
　老人保健の負担割合については、前年の所得に応じて1割または3割で受給していただくようになりますが、
住民税が非課税の世帯に属する方はさらに減額認定を受けることができます。
　ただし、この減額認定を受けるには申請をしていただく必要があります。申請をして、認定された月から該当
となります。

※減額認定区分について

※長期入院該当の場合は別途申請が必要になります。入院日数の確認できる書類（領収書など）と減額認定証をお
持ちの上、市医療年金課で申請してください。

　申請して該当になる方には「限度額適用・標準負担額減額認定証」を交付します。入院の際には受給者証と併
せてこの減額認定証も病院に提示してください。（外来の際の提示は不要です）
　なお、減額認定の有効期間は、毎年8月1日から翌年7月31日までの1年間となります。期限終了後にまた必要
な場合は再度申請が必要となりますのでご注意ください。

※申請の際は、基準収入額適用申請書に収入額の確認できる書類を添えて、市医療年金課で申請してください。

　ただし、上記の一定以上所得者に該当する場合でも、収入の合計が以下に該当する場合、別途申請をしていた
だくことで特例として1割または特例措置部分該当（限度額一般適用）の認定をすることができます。

低所得
区分

区分Ⅱ 世帯主および世帯全員が住民税非課税の世帯に属する方

区分Ⅰ 世帯主および世帯全員が住民税非課税かつ各種所得などから必
要経費、控除を差し引いた所得が0円となる世帯に属する方 15,000円

24,600円

入院および世帯
ごとの限度額

100円

90日まで210円
90日以上160円（※）

入院中の食事代
（通常1食260円）該当する条件

8,000
円

外来の
限度額

該当区分
一定以上
所得者
限度額「一
般」適用

一般

判定の対象

世帯に属する老人保健該当者、または70歳以上の方が1人の場合

世帯に属する老人保健該当者、または70歳以上の方が2人以上の場合

世帯に属する老人保健該当者、または70歳以上の方が1人の場合
世帯に属する老人保健該当者、または70歳以上の方が2人以上の場合

383万円以上484万円未満

520万円以上621万円未満

383万円未満
520万円未満

基準収入額（収入の合計）
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市高齢福祉課
☎873-2111内線1754

今年度は19の行政区が実施予定です！！

今年1番に実施した上柏田行政区の皆さんの声

元気教室の流れ

より身近な教室にな
るよう地域のみなさ
んと、打ち合わせをし
ます！

地区のみなさんが案
内状を持って、ご自宅
に伺います！

5.サークル紹介

1.血圧・身体計測
ステップ1
今の体力を確認
します！

ステップ2
介護予防について
学びます！ ステップ3

継続は力なり！

《教室当日》

2.体力測定

3.健康講話

4.うしくかっぱつ体操

参加者の高橋さん
　教室に参加させていた
だいたことで、日々の生活
の中で健康の知識を改め
て認識しました。

井原区長
　ボランティアの皆さんのご
協力により「元気教室」を開催
できました。地域の交流につな
がることを期待しています！

ボランティアの菊池さん
　元気教室には対話があ
り、私の住む地域も「おか
げさま」で成り立っている
のだと、心が温かくなりま
した。

民生委員の日野原さん、
藤田さん

　案内状をお届けしながら皆
さんに参加していただけるか
不安でしたが、多数の参加をい
ただき、そして「ありがとう」と
言っていただき大変感謝して
います！

★元気教室の結果、さらに元気度をアップしていただきたい方にご案内しています。
★体力アップ教室、口腔教室ともに3カ月間楽しく学び、着実に健康が身につく教室です！
　お楽しみに！！

次はあなたの行政区におじゃまします！ ぜひご参加ください！

ますます元気に開催中！
　昨年度に引き続き、各行政区単位で介護予防「元気教室」を開催して
います。この教室は、地域の皆さんとの親睦を深め、いつまでも元気に、
そして自立して生き生きと過ごせるよう市と行政区が共同で行う事業で
す。これからの時代、高齢者の活力があなたのまちを元気にします。1人
でも多く、1年でも長く元気であるための努力、それが介護予防です。

介護
保険

介護予防「元気教室」
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◇
麻
し
ん
、
風
し
ん
は
ど
ん
な
病

気
？

　

麻
し
ん
は
、
一
般
に
「
は
し
か
」
と

呼
ば
れ
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で

起
こ
る
病
気
で
す
。
感
染
力
が
強
く
、

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
い
な
い
と
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
２
〜
３
週
間
の
潜

伏
期
間
の
後
、
せ
き
、
鼻
水
、
目
や
に

な
ど
の
症
状
が
あ
り
38
度
前
後
の
熱
が

３
〜
４
日
間
続
き
ま
す
。
そ
し
て
、
一

時
下
が
り
か
け
て
い
た
熱
が
39
〜
40
度

の
高
熱
の
時
期
に
な
る
こ
ろ
に
発
疹
が

出
て
き
ま
す
。
高
い
熱
は
３
〜
４
日
で

下
が
り
、
発
疹
も
次
第
に
良
く
な
っ
て

き
ま
す
。
し
か
し
、
肺
炎
・
脳
炎
な
ど

の
合
併
症
を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
で
起
こ
る
病
気
で
す
。
２
〜
３
週
間

の
潜
伏
期
の
あ
と
、
３
日
間
前
後
の
発

熱
と
発
疹
が
み
ら
れ
、
頭
や
耳
の
後
、

首
な
ど
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
ま
す
が
ほ

と
ん
ど
自
然
に
回
復
し
ま
す
。し
か
し
、

妊
娠
中
の
女
性
が
初
め
て
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
、
胎
児
に
影
響
し
、
心
臓
の

障
害
、
視
力
や
聴
力
の
障
害
、
知
的
な

発
達
の
障
害
な
ど
の
症
状
を
伴
っ
た
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
が
高
い
割
合
で
発

症
し
ま
す
。

◇
予
防
接
種
対
象
者

第
Ⅰ
期　

１
歳
か
ら
２
歳
未
満
に
１
回

（
１
歳
の
誕
生
日
以
降
に
予
診
票
を

郵
送
し
ま
す
）

第
Ⅱ
期　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
小
学

校
就
学
前
の
１
年
間
の
期
間
に
な
り

ま
す
。（
平
成
19
年
４
月
中
旬
に
対

象
者
全
員
に
郵
送
し
て
い
ま
す
）

　

た
だ
し
、
麻
し
ん
あ
る
い
は
風
し
ん

に
か
か
っ
た
お
子
様
に
つ
い
て
は
、
か

か
っ
て
い
な
い
方
の
ワ
ク
チ
ン
の
み
の

接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
の
上
、
母
子
健
康
手
帳
を
お

持
ち
に
な
り
、
市
健
康
管
理
課（
市
保

健
セ
ン
タ
ー
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
接
種
間
隔

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
と
き
は
、
接
種
し
た
日
か
ら
27

日
以
上
あ
け
て
、
ほ
か
の
予
防
接
種
を

し
ま
し
ょ
う
。

◇
医
療
機
関
受
診
の
際
の
注
意
点

・
市
か
ら
配
ら
れ
て
い
る
予
防
接
種
の

説
明
書
を
必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を

持
っ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

・
お
子
様
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

・
ウ
イ
ル
ス
性
の
病
気（
突
発
性
発
疹
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
な

ど
）に
か
か
っ
た
場
合
は
、
治
っ
て

か
ら
少
な
く
と
も
１
カ
月
は
様
子
を

見
ま
し
ょ
う
。

・
予
診
票
は
漏
れ
な
く
記
入
し
ま
し
ょ

う
。

・
予
防
接
種
は
市
内
協
力
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
る

「
す
こ
や
か
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ 

市
健
康
管
理
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
４
２

麻しん風しん混合ワクチンの
予防接種は速やかに
受けましょう！
◆予防接種を受けることは、お子様自身の予防だけでなく、社

会全体の感染症予防のためにも大変重要です！
◆法律の改正により、平成18年4月1日から乳幼児に対して麻

しん（はしか）・風しんの予防接種がⅠ期・Ⅱ期の2回接種と
なり、麻しんと風しんの予防を強化しました。

市健康管理課（保健センター）
☎873-2111内線1742〜4

保健
センター
通信



夏
の
思
い
出
を
飾
ろ
う

　

お
気
に
入
り
の
写
真
を
か
わ
い
く
飾
っ
て
、
思
い
出

た
っ
ぷ
り
の
素
敵
な
ア
ル
バ
ム
を
作
っ
て
み
よ
う
。
※

見
本
を
市
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
い
る

よ
。

日
時 

７
月
24
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所 

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２
階
）

対
象 

市
内
に
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員 

25
組
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

持
参
す
る
物 

写
真
５
〜
10
枚
、
は
さ
み
、
の
り
、
筆

記
用
具
、
折
り
紙
、
シ
ー
ル
、
は
ん
こ
な
ど
一
緒
に

飾
り
た
い
素
材

申
し
込
み
方
法 

７
月
５
日

（
木
）か
ら
電
話
ま
た
は
市

中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

市

中
央
図
書
館
☎
８
７
１
・

１
４
０
０

納
涼
！ 

こ
わ
い
お
は
な
し
会
ス
ペ

シ
ャ
ル

日
時 

７
月
26
日（
木
）、
８
月
24
日（
金
）午
後
６
時
30

分
〜
７
時
30
分

場
所 

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２
階
）

対
象 

小
学
３
年
生
以
上（
小
さ
い
子
や
、
こ
わ
く
て
１

人
で
聞
け
な
い
子
は
、
お
家
の
人
と
一
緒
に
来
て
ね
）

申
し
込
み
方
法 

７
月
５
日（
木
）か
ら
電
話
ま
た
は
市

中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

市
中
央
図
書
館
☎
８
７
１
・

１
４
０
０

※
７
月
22
日
か
ら
８
月
29
日
ま
で
、
通
常
の
お
は
な
し

会
の
行
事
は
す
べ
て
お
休
み
し
ま
す
。
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

アン・グットマンぶん
岩 合 日 出 子 ぶ ん
山 岡 寛 人 著
竹 井 史 郎 著
角 野 栄 子 作

□うたって、ペネロペ 
□10ぱんだ  
□スギ林はじゃまものか 　
□みんなだいすき！ なつかし絵かき歌
□魔女の宅急便 その5 

児童新刊書

一般新刊書
養 老 孟 司 著
池 田 晶 子 著
服 部 祖 承 著
藤 原 治 著
水 谷 修 著
安 井 清 著
高 橋 信 正 編 著
奥 田 実 紀 著
成 瀬 武 史 著
天 野 節 子 著
稲 森 遥 香 著
海 堂 尊 著
桐 野 夏 生 著
幸 田 真 音 著
林 真 理 子 著
曽 野 綾 子 著
ノーマ・ジョンストン著

□小説を読みながら考えた 
□人間自身
□お経の意味がわかる本
□人は60歳で何をしたか
□夜回り先生のねがい
□伝統建築と日本人の知恵
□田舎のちから 
□タータンチェックの文化史
□自分のすべてを英語で言える本
□氷の華 
□純愛
□ジェネラル・ルージュの凱旋 
□メタボラ   
□バイアウト
□グラビアの夜     
□うつを見つめる言葉 
□ルイザ

7月の
カレンダー

＝全館休館日
＝エスカード分館のみ休館日
＝生涯学習センター図書室のみ休館日

今月の行事予定  ＜場所：市中央図書館＞
◆映画上映会◆　7月22日（日）午後2時
　　『グーニーズ（洋画・字幕版）』（約1時間55分）
◆牛久おもちゃ病院◆　7月15日（日）午前10時〜正午
＊おはなしよんで…水曜日午後2時
＊おはなし会…土曜日午後2時
＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時
＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

うさちゃん
きいて

おはなし会

おはなし会

おはなし会

おはなし
とんとん

おはなし
よんで

おはなし
よんで

学
習
室
の
利
用
方

法
に
つ
い
て

利
用
対
象 

利
用
者
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
、
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
お
よ
び
龍
ケ
崎

市
に
在
住
の
方

利
用
方
法 
２
階
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
ル
ー
ム（
調
べ
物
の
部
屋
）

で
利
用
者
カ
ー
ド
を
ご
提
示

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
利
用
券
を
お
渡
し
し
ま

す
。

利
用
時
間 

（
座
席
指
定
・
完

全
入
れ
替
え
制
）

　

第
１
部
…
午
前
９
時
〜
午
後

０
時
50
分

　

第
２
部
…
午
後
１
時
〜
４
時

50
分

　

第
３
部
…
午
後
５
時
〜
８
時

50
分

利
用
に
つ
い
て

①
必
ず
本
人
の
利
用
者
カ
ー
ド

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

②
第
２
部
と
第
３
部
の
申
し
込

み
は
、
利
用
時
間
の
10
分
前

か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

③
次
の
部
も
続
け
て
利
用
希
望

の
場
合
は
、
次
の
部
の
利
用

開
始
20
分
後
か
ら
の
受
け
付

け
と
な
り
ま
す
。

④
利
用
状
況
に
よ
り
視
聴
覚
室

を
開
放
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

⑤
席
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

※このほかの新刊書は、館内で配布している新刊書リ
ストをご覧ください。

おはなし
よんで

ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

■市中央図書館　☎871-1400 午前9時〜午後9時
■エスカード分館☎874-3132 午前10時〜午後7時
■奥野生涯学習センター図書室　　☎875-1133 午前9時〜午後5時
■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時〜午後5時

としょかん
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としょかん

読
書
団
体
連
合
会

第
４
回
自
主
講
座

〜
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
樋
口
一
葉
」
〜

日
時 

７
月
14
日（
土
）午
後
２
時
〜

場
所 

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２

階
）

講
師 

元
東
京
都
立
目
黒
高
校
校
長

齋
藤
教
子
氏

テ
ー
マ
「
十
三
夜
」

主
催 

牛
久
市
読
書
団
体
連
合
会

※
入
場
無
料
・
席
は
自
由
で
す
。

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

が
や
っ
て
く
る
！

　

楽
し
い
お
は
な
し
会
と
絵
本
を
積
ん

だ
講
談
社
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
み
ん

な
を
待
っ
て
い
る
よ
！

　

な
お
、
当
日
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
設

置
の
た
め
、
図
書
館
横
の
駐
車
場
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
共

同
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時 

８
月
５
日（
日
）午
後
２
時
15
分
〜

３
時
40
分

場
所 

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２
階
）

対
象
・
定
員 

３
〜
８
歳
の
親
子
50
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

持
参
す
る
物 

水
筒

申
し
込
み
方
法 

７
月
５
日（
木
）か
ら

電
話
ま
た
は
市
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

市
中
央
図

書
館
☎
８
７
１
・
１
４
０
０

第
53
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
が
入
り
ま
し
た

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く
ご
く
ら

く
・
ハ
キ
ち
ゃ
ん
の
「
は
っ
ぴ
ょ
う
し
ま

す
」

・
ぼ
く
の
パ
パ
は
お
お
お
と
こ

・
は
っ
ぱ
じ
ゃ
な
い
よ
ぼ
く
が
い
る

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

・
り
ん
ご
あ
げ
る
ね

・
ピ
ト
ゥ
ス
の
動
物
園

・
ゆ
り
か
ご
は
口
の
中

・
干
し
柿

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

・
七
草
小
屋
の
ふ
し
ぎ
な
わ
す
れ
も
の

・
両
親
を
し
つ
け
よ
う
！

・
平
和
の
種
を
ま
く

・
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
冒
険

だ
【
中
学
校
の
部
】

・
レ
ネ
ッ
ト

・
一
億
百
万
光
年
先
に
住
む
ウ
サ
ギ

・
世
界
一
お
い
し
い
火
山
の
本

【
高
等
学
校
の
部
】

・
て
の
ひ
ら
の
中
の
宇
宙

・
ぼ
く
た
ち
の
砦

・
泣
き
虫
し
ょ
っ
た
ん
の
奇
跡

※
７
月
１
日
〜
８
月
31
日
の
間
は
、
市

内
の
児
童
・
生
徒
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
児
童
・
生
徒
本
人
の

利
用
者
カ
ー
ド
で
予
約
や
貸
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
貸
出
冊
数
は
１
人
１
冊
ま

で
、貸
出
期
間
は
１
週
間
と
な
り
ま
す
。

（
一
般
の
方
は
９
月
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
）

　

な
お
、
課
題
図
書
の
予
約
は
カ
ウ
ン

タ
ー
で
の
受
け
付
け
の
み
と
な
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
館
内
検

索
機
か
ら
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

親
子
木
の
ね
ん
土
教
室

　
　

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、「
木
の
ね
ん
土
」

で
作
品
を
作
っ
て
み
よ
う
。

　
「
木
の
ね
ん
土
」
っ
て
？ 

乾
く
と

木
に
な
る
不

思
議
な
ね
ん

土
。
鉛
筆
を

作
る
と
き
に

出
る
「
お
が

く
ず
」
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
か
ら
、
環
境
に
も

優
し
い
よ
！

日
時 

８
月
３
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所 

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２
階
）

対
象 

市
内
に
在
住
の
幼
児
か
ら
小
学
校

低
学
年
と
そ
の
保
護
者

定
員 

30
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

材
料
費 

３
０
０
円（
ね
ん
土
代
）

持
参
す
る
物 

ね
ん
土
板
、
へ
ら
、
絵

の
具

申
し
込
み
方
法 

７
月
５
日（
木
）か
ら

電
話
ま
た
は
市
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
別
整
理
期
間（
５
月
24
日
〜
30
日
）に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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平成18年度審議会等の会議開催実績

平成18年度審議会等の会議開催一覧

　牛久市では、市政への市民の参加を一層推進し、市政に対する市民の皆さんの理解を深めていただ
くことを目的として、市の付属機関である審議会等の会議を「牛久市審議会等の会議の公開に関する
指針」に基づき公開しています。
　会議開催についての告知および公開された会議の議事概要については、本
庁舎1階市情報政策課内「情報公開統合窓口」または市ホームページでご覧に
なれます。
ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/jyouhou/shingikai/itiran.htm
問い合わせ  市情報政策課☎873-2111内線1671〜1672

部等

区　分

公開とした審議会等

計

審議会等の数

20
3

23（※1）

公開の
会議回数

48
0
48

非公開の
会議回数

0
107（※2）

107

会議回数の計

48
107
155

傍聴者数

33
0
33

※1…平成18年度に開催されなかった審議会等の数は、公開対象となる37審議会中14です。
※2…107回のうち103回は牛久市介護認定審査会の会議回数です。

平成18年度審議会等の会議開催実績

市政を身近に感じられ
るチャンスです。公開
される会議について
は、ぜひ傍聴してみて
はいかがでしょうか。

非公開とした審議会等

市長公室
担当課

行政経営課
開催会議名

牛久市行政改革推進委員会
総務部 総務課 牛久市政治倫理調査委員会

保健福祉部

社会福祉課

牛久市総合福祉センター運営協議会（第1回）
牛久市総合福祉センター運営協議会（第2回）
牛久市障害者施策推進協議会（第1回）
牛久市障害者施策推進協議会（第2回）
牛久市障害者施策推進協議会（第3回）
牛久市障害者施策推進協議会（第4回）
牛久市障害者施策推進協議会（第5回）

健康管理課
牛久市健康づくり推進協議会（第1回）
牛久市健康づくり推進協議会（第2回）

高齢福祉課
介護認定審査（18年度に103回開催）
介護保険運営協議会
牛久市地域包括支援センター運営協議会

医療年金課
牛久市国民健康保険運営協議会（第1回）
牛久市国民健康保険運営協議会（第2回）
牛久市国民健康保険運営協議会（第3回）

市民生活部

交通防災課

牛久市交通安全対策協議会（第1回）
牛久市交通安全対策協議会（第2回）
牛久市交通安全対策協議会（第3回）
牛久市交通安全対策協議会（第4回）
牛久市国民保護協議会（第1回）
牛久市国民保護協議会（第2回）
牛久市国民保護協議会（第3回）

市民活動課
牛久市男女共同参画審議会（第1回）
牛久市男女共同参画審議会（第2回）
牛久市男女共同参画審議会（第3回）

開催日
10月5日
4月28日
6月6日
7月21日
8月23日
12月22日
1月26日
2月23日
3月15日
10月15日
2月4日
年間

12月5日
3月13日
8月23日
11月22日
1月31日
7月7日
8月29日
11月10日
3月23日
6月23日
8月10日
11月27日
5月25日
10月25日
2月20日

公開／非公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開

非公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開
公開

傍聴者数
1
0
0
0
0
1
1
1
0
0
0
−
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
3
1
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【公開の対象となる審議会等】…地方自治法第138条の4第3項に基づき、市民、学識経験者を構成員として、市の
事務について審議を行うために設置されたものです。

部等
市民生活部

担当課
情報政策課

開催会議名
牛久市情報公開・個人情報保護審査会

開催日
4月12日

公開／非公開
非公開

傍聴者数
−

清掃施設課

牛久市廃棄物減量等推進審議会（第1回） 8月29日 公開 1
牛久市廃棄物減量等推進審議会（第2回） 9月26日 公開 3
牛久市廃棄物減量等推進審議会（第3回） 10月26日 公開 4
牛久市廃棄物減量等推進審議会（第4回） 12月21日 公開 6
牛久市廃棄物減量等推進審議会（第5回） 1月30日 公開 4
牛久市廃棄物減量等推進審議会（第6回） 3月27日 公開 1

建設部

地域整備課
牛久市町界町名地番整理審議会（第1回） 8月2日 公開 0
牛久市町界町名地番整理審議会（第2回） 2月6日 公開 0

都市計画課 都市計画審議会 1月23日 公開 0

生活排水課
牛久市下水道事業審議会（第1回） 10月20日 公開 0
牛久市下水道事業審議会（第2回） 10月26日 公開 0
牛久市下水道事業審議会（第3回） 11月2日 公開 0

教育委員会

生涯学習課

文化財保護審議会（第1回） 5月24日 公開 0
文化財保護審議会（第2回） 3月15日 公開 0
牛久市社会教育委員会議（第1回） 7月11日 公開 0
牛久市社会教育委員会議（第2回） 9月1日 公開 0
牛久市文化芸術振興審議会（第1回） 4月11日 公開 0
牛久市文化芸術振興審議会（第2回） 3月19日 公開 2

教育総務課
牛久市障害児就学指導委員会（第1回） 7月6日 非公開 −
牛久市障害児就学指導委員会（第2回） 12月7日 非公開 −
牛久市障害児就学指導委員会（第3回） 1月25日 非公開 −

社会体育課 牛久市スポーツ振興審議会 4月8日 公開 0

中央図書館
図書館協議会（第1回） 7月14日 公開 0
図書館協議会（第2回） 1月15日 公開 0
図書館協議会（第3回） 3月27日 公開 0

牛久市男女共同参画審議会委員募集
　市では、男女共同参画の推進に関する事項などを
調査審議する市長の諮問機関として、「牛久市男女
共同参画審議会」を設置しています。このたび、委
員の任期満了に伴い、新委員を広く市民の皆さんか
ら公募し、男女共同参画の推進に市民の声を反映さ
せるため、男女共同参画審議会委員を募集します。
任期 2年
募集人数 5人以内※審議会は、この公募により選ば

れた委員と学識経験者や関係機関・団体から推薦
された委員（合計15人以内）で構成されます。

応募条件 次のいずれにも該当する方とします。
　・牛久市内に住所を有している方
　・牛久市のほかの審議会・委員会などの委員でない方
　・男女共同参画の推進に関心を持ち、年3回程度

開催される審議会に出席可能である方

　・今までに当審議会委員を経験されたことのない方
選考方法 書類審査および面接を実施し、総合的に判

断し決定します。（面接の日時は後日連絡します）
決定後、速やかに応募者全員に結果を通知します。

※審議会委員の身分は、市長から委嘱された非常勤
特別職となります。

※審議会出席に係る報酬および費用弁償（旅費）は、
市の規定に基づき支給します。

応募方法 住所、氏名、生年月日、性別、 職業、主
な活動内容など、応募の動機を記入した応募用紙

（任意様式）および「男女共同参画の推進について」
をテーマとした小論文（800字〜1000字程度・書式
は自由）を郵送、FAX、Eメールのいずれかの方法
で提出してください。

応募締め切り日 7月31日（火）必着

申し込み・問い合わせ 男女共同参画推進室（〒300-1292牛久市中央3-15-1市市民活動課内）☎873-2111内線
1631FAX873-2512Eメールshimin@city.ushiku.ibaraki.jp

環境経済部
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市交通防災課
☎873-2111内線1683

夏の交通事故防止県民運動
7月20日（金）〜8月20日（月）

スローガン
気をつけよう じてん車 とび出し じこのもと

運動の重点
①子どもと高齢者の交通事故防止
②歩行者と自転車の交通事故防止
③青少年運転者の交通事故防止
④飲酒運転の根絶
⑤後部座席を含むシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底

Ｖサイン敬礼！
交通少年団入団式

Ｖサインは交通戦争に対する勝利のサイン！
　5月30日、牛久小学校で「平成19年度牛久市交通少年団入
団式」が行われました。将来の交通社会人として道路の安全
な歩き方渡り方、自転車の安全な乗り方などを身に付けると
ともに「交通安全3つのちかい」を守り、交通安全を呼び掛
けます。
　毎月1日、10日、20日には、おそろいのベレー帽と腕章、
スカーフの制服を身に着け、下級生の面倒を見ながら登下校
します。
　交通少年団員（市内の小学校5･6年生1358人）の活動を見守
り、安全運転に心掛けましょう。

市内の人身交通事故
（平成19年6月18日現在）

茨城県警察本部交通企画課調べ

　7月5日、ひたちなか市総合運動公園総合
体育館において自転車の安全走行の知識と
技能を競う大会が開催されます。
　奥野小学校6年生が牛久地区の代表とし
て参加します。

発生件数

死者数

負傷者数

本年

229

　1

298

前年対比

△46

  △1

△48

第44回交通安全子ども自転車
茨城県大会に出場！
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夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
農
作
業
や
野
外
で
の
活
動
の
際
に
、
ス
ズ
メ

バ
チ
に
刺
さ
れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
の
習
性
を

よ
く
理
解
し
て
、
野
外
活
動
中
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
特
徴

　

初
期
の
巣
は
、「
ト
ッ
ク
リ
」
を
逆

さ
に
し
た
形
を
し
て
い
ま
す（
写
真
１
）。

こ
の
と
き
は
、
ま
だ
１
匹
の
女
王
バ
チ

だ
け
で
巣
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
か
ら
秋
ご
ろ
ま
で
に
は
、「
ス
ズ

メ
の
羽
」
の
模
様
に
似
た
丸
い
巣
に
発

達
し
ま
す（
写
真
２
）。

※
ス
ズ
メ
バ
チ
が
、
交
互
に
出
入
り
を

繰
り
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
巣
は
あ

り
ま
す
。
巣
穴
が
１
つ
だ
け
な
の
で

ほ
か
の
ハ
チ
の
巣
と
の
判
別
が
で
き

ま
す
。

巣
を
作
り
や
す
い
場
所

　

住
居
の
玄
関
先
や
軒
下
、
ベ
ラ
ン
ダ

の
下
、
庭
木
、
生
け
垣
な
ど
で
す
。

巣
を
見
つ
け
た
場
合

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
見
つ
け

た
と
き
に
は
、
市
環
境
衛
生
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。駆
除
は
、

市
が
行
い
ま
す（
駆
除
の
費
用

は
、
原
則
無
料
と
な
り
ま
す
）。

そ
の
ほ
か
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
が
駆
除
で
き
な
い
ハ
チ
類

　

市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ

の
駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん（
ア
シ
ナ

ガ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
は
、
ス
ズ
メ

バ
チ
よ
り
攻
撃
性
が
低
い
た
め
）。

　

な
お
、
駆
除
が
必
要
で
、
ご
自
身
で

対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
駆
除
業
者
に

（
写
真
１
）初
期
の
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

（
写
真
２
）完
成
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
駆
除

の
費
用
は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ 

市
環
境
衛
生
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
６
１

ス
ズ
メ
バ
チ
の
危
険
性

　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
横
へ
の
動
き
に
反
応

し
や
す
い
の
で
、
ハ
チ
を
手
で
払
っ
た

り
急
に
向
き
を
変
え
る
動
き
は
危
険
で

す
。
ま
た
、
黒
い
も
の
に
対
し
て
激
し

く
攻
撃
し
ま
す
。
複
数
の
ハ
チ
に
刺
さ

れ
た
場
合
に
は
、
生
命
に
危
険
が
及
ぶ

場
合
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！
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　新
牛久ごみ
ニュース

ご
み
減
量
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
と
は

〜
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で
ご
み
は
減
っ
て
い
く
の
か
？
〜

　

ご
み
の
減
量
で
皆
さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
、
ま
ず
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
皆
さ
ん
が
出
し
て
い
る
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
多
く
混

在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
適
正
に
分
別
す
る
こ
と
が
ご
み
減
量
へ
の
近
道
と
言
え
ま
す
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
だ
け
で
ご
み
問
題
は
解
決
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

☆
リ
サ
イ
ク
ル
っ
て
？

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
は
再
資
源
化
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
地
球
上
の
す
べ
て
の
資

源
は
無
限
で
は
な
く
、
無
計
画
に
使
用

を
続
け
れ
ば
い
つ
か
は
枯
渇
し
て
し
ま

い
ま
す
。
今
ま
で
は
自
分
た
ち
の
生
活

が
良
く
な
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
資

源
を
大
量
に
使
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
世
代
へ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
考
え
る
と
、
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
私
た
ち

現
世
代
の
責
務
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
、
適
正
に
資
源
を
分

別
す
る
こ
と
が
最
低
の
条
件
。
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
人
が
少
し
で
も
い
る
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
品
質
は
著
し
く
低
下

し
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
残
念
な
が
ら
大

量
の
資
源
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

☆
ど
う
し
て
市
町
村
で
資
源
の
種

類
が
違
う
の
？

　

よ
そ
の
市
町
村
か
ら
越
し
て
来
た
方

や
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
て
疑
問
に
思
う

方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う

し
て
市
町
村
で
資
源
の
種
類
や
ル
ー
ル

が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
理
由

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
運
用
し
て

い
る
清
掃
工
場
の
処
理
能
力
の
差
や
、

近
く
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
委
託
で
き
る
民

間
会
社
が
あ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
牛
久
市
で
は
、
現
在
９

分
別
の
資
源
物
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

こ
の
分
別
は
全
国
的
に
も
特
に
多
い
分

別
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
９
分
別

で
も
分
別
ル
ー
ル
は
な
か
な
か
徹
底
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
分
別
ル
ー

ル
の
遵
守
が
必
要
で
す
。

☆
リ
サ
イ
ク
ル
の
問
題
点
は
？

　

発
生
す
る
全
て
の
ご
み
を
分
別
し
、

再
資
源
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
環

境
に
優
し
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

確
か
に
処
分
す
る
ご
み
の
量
は
減
り
、

利
用
資
源
も
節
約
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
に
も
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー（
資
源
）と
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
番
の
問
題

は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ

る
と
、
ご
み
を
減
ら
そ
う
と
い
う
行
動

が
発
生
し
に
く
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ

け
で
ご
み
問
題
が
解
決
し
た
よ
う
に
思

え
て
し
ま
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
量
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
で
結
局
環
境
に
負
荷
を

与
え
て
し
ま
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
に

偏
る
こ
と
は
本
来
の
意
味
で
の
ご
み
減

量
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
が
や
は
り
第

一
で
、
ご
み
が
出
な
け
れ
ば
処
分
も
リ

サ
イ
ク
ル
も
必
要
が
な
い
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
ご
み
の

減
量
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
も
大
切
で
す
。

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
た
後

に
、
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
ご
み
を
適

正
に
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。
こ
の

順
番
を
守
る
こ
と
で
ご
み
減
量
は
進
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

牛
久
市
の
資
源
物
分
別
は
現
在
９
種

類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
サ
イ
ク
ル
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
次
回
は
牛
久
市

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせ 市清掃施設課☎873-2111内線1571〜1572
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農業用塩化ビニール・ポリエチレン回収
　使い古した農業用塩化ビニールおよび農業用ポリエチレンの回収を下記の日程で行います。

農業用ポリエチレン回収日
平成20年1月15日（火）

農業用塩化ビニール回収日
             8月20日（月）
           10月9日（火）
平成20年1月8日（火）

▶受付時間：午前8時〜11時30分
▶回収場所：JA竜ケ崎市営農経済センター（小坂町）
▶負担金：2,000円

農業用使用済みポリエチレン（農ポリ）回収方法
●回収処理のできる使用済み農ポリの種類
被覆用ポリフィルム、マルチフィルム、肥料袋、潅水･散水
チューブ、園芸用ポット、カゴトレイ、水稲育苗箱、園芸用育
苗トレイ

農業用使用済み塩化ビニール（農ビ）回収方法

●分別と仕分け
（1）農ポリの種類ごとに分別梱包する。
（2）�土砂、作物のくず、留金などの金属、

竹片、木片などを除去する。

▶回収する農業用廃プラスチック
　使用済み農ビのみ
　（黒色、シルバー、糸入り、塩ビ製畦

あぜなみ

波は回収しません）

●分別と仕分け
（1）�仕分けした使用済み農ビはよく乾燥してから、泥をは

たき落とし、竹片、木片、作物のくず、パッカー、金属、
ゴムひもなどの異物を完全に取り除く。

（2）�荷造りには、マイカー線、潅
か ん す い

水チューブは使わない。
農ビのひもで、2カ所縛る。

（3）�荷造り後は、雨水、土などがかからないようにして保
管する。

問い合わせ　市農業政策課☎873-2111内線1522
　　　　　　　　　JA竜ケ崎市営農経済センター☎875-0801

◎回収の対象とならない畦シート、農薬容器、ブルーシートなどは、産業廃棄物処分業者に委託してください。

※風呂敷包み、のり巻き
包みは厳禁

注）登録番号の記入のないもの、適正な荷姿でないもの、
異物が混入しているものは回収しません。

●荷造り

マルチ用
フィルム

8の字巻きにする
重さ10kg程度とし、
農ポリひもで縛る

ハウス・トンネル被覆フィルム
つづら折りにする

1束ごと片方のひもの端に
登録番号を記入する

肥料空袋
折り畳んで、重ねて
農ポリひもで縛る

端切れ
透明ポリ袋に入れ、
農ポリひもで縛る

つづら折りにする竹片、パッカーなどを取り除く 10〜15kgで縛る
1束ごと片方のひもの端
に登録番号を記入する

●荷造り

▶農ビには、統一マーク 農ビ をブルー系で
　プリントしてあります。

適 正 正適不

※搬入の際の注意
 「産業廃棄物収集運搬車に係る表示及び書面備え付けの義務付け」に関する法律の一部改正（平成17年4月1日施
行）により、以下のとおり定められました。
○搬入車両には、右記のように車両側面に見やすいように表示すること。
○備え付ける書面は、以下の書面を備え付けておくこと。
・氏名または名称および住所
・運搬する産業廃棄物の種類および量、積載日ならびに積載した事業場の名称、所在地および連絡先
・運搬先の名称、所在地および連絡先（JA竜ケ崎市営農経済センター・小坂町・875-0801を記入）

産業廃棄物運搬車（一字4.9mm以上）
農業者の氏名または名称（一字3.2mm以上）
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古
紙
を
利
用
し
、

紙
す
き
体
験

　

６
月
１
日
、
神
谷
小
学
校
の
４
年
生

１
２
０
人
が
参
加
し
て
ペ
ー
パ
ー
リ
サ

ま
ち
の
美
化
を
私
た
ち
の
手
で
！

　

違
反
広
告
物
追
放
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始

イ
ク
ル
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
消
費
者
に
対
し
て

古
紙
の
回
収
と
利
用
の
意
義
に
つ
い
て
啓

発
す
る
と
と
も
に
、
古
紙
の
品
質
向
上
へ

の
協
力
、
古
紙
利
用
製
品
の
使
用
な
ど
を

要
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
紙
の
再
生

利
用
の
促
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

（
財
）古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー
が
学
校
な

ど
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
講
師
か
ら
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
後
、
実
際

に
古
紙
を
利
用
し
て
紙
す
き
を
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
手
作
り
で
は
が
き

を
作
る
の
は
初
め
て
の
様
子
で
、
戸
惑
い

な
が
ら
も
楽
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
を
体
験
し

て
い
ま
し
た
。
紙
す
き
を
体
験
し
た
長
浦

俊
平
さ
ん
は
「
今
日
作
っ
た
は
が
き
を

使
っ
て
、
田
舎
の
お
祖
父
ち
ゃ
ん
に
手
紙

を
書
き
た
い
」、
清
水
思
音
さ
ん
は
「
古

い
紙
か
ら
は
が
き
が
作
れ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
家
の
中
の
身
近
な
物
で
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
物
を
探
し
て
み
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
子
ど
も

た
ち
が
作
っ
た
は
が
き
を
使
っ
て
、
国
語

の
時
間
に
学
ん
だ
手
紙
の
書
き
方
を
生
か

し
て
利
用
し
て
い
く
そ
う
で
す
。
講
師
の

広
瀬
和
彦
先
生
は
「
自
分
の
手
を
使
い
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
こ
と
で
、
体
か
ら
リ

サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
を
理
解
で
き
た
の
で

は
な
い
か
」
と
こ
の
授
業
の
成
果
を
語
り

ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
き

れ
い
に
し
て
い
き
た
い
…
、
そ
ん
な
市

民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
市
が
支

援
し
て
い
く
違
反
広
告
物
追
放
推
進
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
活
動
を
始
め
た
の
は
東
猯
穴
、
栄

町
、
岡
見
の
３
行
政
区
と
か
わ
は
ら
台

自
治
会
、
三
菱
化
学
筑
波
事
業
所
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
５
団
体
で
す
。

か
わ
は
ら
台
自
治
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん

　

除
去
対
象
と
な
る
違
反
広
告
物
は
、

電
柱
、
信
号
柱
な
ど
に
表
示
さ
れ
た
、

は
り
紙
、
は
り
札
、
立
て
看
板
な
ど
。

意
欲
の
あ
る
団
体
に
は
市
が
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
説
明
に
伺
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
都
市
計
画
課（
☎

８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
２
２
）

ま
で
。

栄
町
行
政
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
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大
仏
コ
ー
ス22

㎞
を
完
歩

第
２
回
牛
久
健
康
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
７

　

５
月
19
日
に
第
２
回
牛
久
健
康

ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
７
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、市
内
外
か
ら
３
３
０
人
が
参
加
し
、

各
々
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
豚
汁
、
抽
選

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
長
コ
ー
ス
の

「
大
仏
コ
ー
ス
」（
22
㎞
）で
は
、
１
２
８

人
全
員
が
完
歩
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
以
降
の
参
考
と
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
方
か
ら
満
足
し
た

と
い
う
回
答
を
得
た
一
方
、
ト
イ
レ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
、
コ
ー
ス
、
駐

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス
トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには
住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希
望の方はその旨記入してください。ペンネームもＯＫです。
あて先：〒300-1292 牛久市中央3-15-1
　　　「広報うしくちょっと休憩」係
　　　Eメール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

良
き
友
は
幾
年
た
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
見
町
・
別
府
さ
ん

葉
桜
に
背
中
押
さ
れ
て
一
人
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台
・
二
国
さ
ん

梅
雨
空
に
青
田
す
れ
す
れ
飛
ぶ
つ
ば
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
町
・
酒
井
さ
ん

南・犬塚さん

車
場･

駐
輪
場
の
広
報
な
ど
に
つ
い
て

の
ご
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、
市
で
は
来
年

以
降
の
改
善
点
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

大仏コースを折り返して歩き出した参加者

※アンケート結果について詳しくはホーム
ページ（http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

　section/kenkou/index.htm）をご覧ください。

☆
…
５
月
５
日
、
両
国
国
技

館
で
行
わ
れ
た
横
綱
審
議

委
員
会
に
よ
る
稽
古
総
見

へ
行
き
ま
し
た
。
牛
久

市
出
身
力
士
の
稀
勢
の
里

は
普
段
の
稽
古
の
成
果
を

発
揮
し
、
熱
の
こ
も
っ
た

稽
古
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
げ
が
乱
れ
、
汗
と

土
俵
の
土
に
ま
み
れ
な
が

ら
の
姿
に
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
が
ん
ば
れ
、
稀

勢
の
里
関
！　

秋
巡
業
大

相
撲
土
浦
牛
久
場
所
へ
応

援
に
行
き
、
声
援
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

神
谷
・
長
澤
さ
ん

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー
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牛久市小学校陸上記録会

種　目 学校 優勝者氏名 記　録
1年100ｍ 南中 中野 13秒5
2年100ｍ 二中 吉田 12秒6
3年100ｍ 一中 三浦 11秒5
共通200ｍ 下根 中辻 26秒2
共通400ｍ 一中 山口 58秒6
共通800ｍ 一中 河合 2分20秒6
1年1500ｍ 下根 市川 5分7秒5
2年1500ｍ 三中 穴井 4分58秒2
3年1500m 一中 加藤 4分46秒0

110ｍハードル 三中 前田 16秒9
走り高跳び 三中 山崎 1m55cm
走り幅跳び 南中 中山 5m53cm
砲丸投げ 南中 高樫 9m64

4×100mリレー 二中 本橋・飯塚・
山田・吉田 47秒6

3000m 三中 三木 10分9秒6

男

【総合の部】優勝　牛久三中　　　【男子（総合）の部】優勝　下根中　　　【女子（総合）の部】優勝　牛久三中
【大会記録】3年100ｍ　三浦（一中）

＜ 5月22日（火）、牛久運動公園＞

種　目 学校 優勝者氏名 記　録

50m
向台 栗原

7秒7
神谷 瀬川

100m 牛久 武田 14秒2
80mハードル 二小 柴田 13秒1
1000m 岡田 池本 3分17秒5
走り幅跳び 神谷 椎塚 3m91cm
走り高跳び 岡田 小野 1m21cm
ボールスロー 神谷 鈴木 52m84cm

4×100mリレー 二小 野口・藤田・
高島・柴田 58秒8

６
年
男
子

種　目 学校 優勝者氏名 記　録

50m
岡田 川島

8秒0
中根 荒木

100m 神谷 中嶌 14秒1
80mハードル 中根 市川 13秒6
800m 中根 平野 2分44秒5
走り幅跳び 中根 兼久 3m44cm
走り高跳び 岡田 山田 1m17cm
ボールスロー 神谷 清水 46m78cm

4×100mリレー 中根 深作・兼久・
長尾・市川 1分2秒0

６
年
女
子

1年100ｍ 三中 島村 14秒3
2年100ｍ 二中 中村 14秒2
3年100ｍ 三中 若松 14秒4
共通200ｍ 一中 飯野 28秒4
共通800ｍ 一中 佐藤 2分37秒6
共通1500ｍ 三中 菊池 5分15秒5
100ｍハードル 三中 石田 19秒5
走り高跳び 下根 小林 1m30cm

3年走り幅跳び 下根 永野 4m62cm
砲丸投げ 下根 関澤 10m18cm

4×100mリレー 三中 佐野・菊地・
風見・若松 55秒0

1年走り幅跳び 一中 遠藤 4m27cm
2年走り幅跳び 下根 飯泉 4m30cm

女

種　目 学校 優勝者氏名 記　録

＜ 5月24日（木）、牛久運動公園＞

牛久市中学校陸上競技大会

（敬称略）

中
根
小
学
校
で
田
植
え

　

毎
年
、
全
校
児
童
で
米
作
り
を
行
っ
て
い

る
中
根
小
学
校
で
５
月
18
日
、
同
校
の
２
・

４
・
６
年
生
３
７
３
人
が
田
植
え
を
行
い
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
指
導
を
受
け
、
泥
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ
の
苗
を
一
株
ず
つ

丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

秋
の
稲
刈
り
は
１
・
３
・
５
年
生
が
担
当
。

そ
の
後
、
全
校
で
も
ち
つ
き
を
し
、
米
作
り

に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
方
や
地
域
の
高
齢
者

の
方
々
を
招
い
て
、
も
ち
を
振
る
舞
う
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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第36回牛久市内親善春季野球大会
【Aクラス】
優　勝　FATTYS（左下写真）
準優勝　69Ers
第３位　WINS
　　　　JABS

【Bクラス】
優　勝　フェイクス・ジャパン（右下写真）
準優勝　チンカーズ
第３位　みどり野野球部
　　　　Eazy.Go

＜ 4月1日〜29日の毎週日曜･祝日、牛久運動公園野球場ほか＞

競技種目 高校の部 一般の部

遠的大会
60ｍ

優勝 大高紘享（東洋大牛久） 山城　勝
準優勝 西形有香（東洋大牛久） 野田大介
３位 広庭　裕（東洋大牛久） 右近大道

近的大会
28ｍ

優勝 鈴木啓太（東洋大牛久） 野田未紀
準優勝 河合宏美（牛久栄進高） 坂本　允
３位 池邉真喜（東洋大牛久） 木ノ本勲

総　合
優勝 大高紘享（東洋大牛久） 山城　勝
準優勝 鈴木啓太（東洋大牛久） 野田未紀
３位 広庭　裕（東洋大牛久） 野田大介

スポーツチャンピオンフェスティバル2007

第4回牛久遠的近的弓道大会

＜ 5月3日（木･祝）、牛久運動広場弓道場、70人参加（高校、一般）＞

第21回牛久杯（バレーボール）
優　勝 準優勝 ３　位

Aブロック 龍友 龍ヶ崎 牛渡
Bブロック 小幡 新光 つくばね
Cブロック 鉾田 たまり シルバーラビット
Dブロック 石岡南 恋瀬 ブルーバーズ
＜ 5月27日（日）、牛久運動公園体育館（30チーム、520人参加）＞

第39回硬式テニス市民大会
（ミックスダブルス）

＜ 6月3日（日）、牛久運動公園（24ペア、48人参加）＞

優　勝 準優勝 ３　位

1位トーナメント 川村・鹿志村 小松・小松 山口・山口
町井・町井

2位トーナメント 菊地・福田
3位トーナメント 富田・富田

（敬称略）
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
十
七
）

　
　

│
牛
久
沼
の
ほ
と
り
│

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功い
さ
お

大
正
か
ら
『
昭
和
』
へ

　

大
正
天
皇
が
大
正
15
年（
１
９
２
６

年
）12
月
25
日
午
前
１
時
25
分
に
神
奈

川
県
三
浦
郡
葉
山
町
一
色
海
岸
の
葉
山

御
用
邸
に
お
い
て
、
48
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
。
皇
太
子
で
摂せ
っ
し
ょ
う政
の
裕ひ
ろ
ひ
と仁
親
王
が

皇
位
を
継
ぎ
、
直
ち
に
元
号
建
定
を
命

じ
る
と
、
若
槻
礼
次
郎
首
相
は
午
前
３

時
30
分
よ
り
御
用
邸
で
臨
時
閣
議
を
開

き
、
以
前
か
ら
内
閣
と
宮
内
省
で
用
意

し
て
お
い
た
新
年
号
15
案
に
検
討
を
加

え
、
そ
の
中
の
昭
和
・
元
化
・
同
和
の

３
案
を
政
府
案
と
し
て
選
び
出
し
た
。

午
前
９
時
15
分
よ
り
開
か
れ
た
臨
時

『昭和』元年と改む改元の詔書公布。
昭和元年12月26日付いはらき夕刊

（茨城新聞社提供）

枢す
う
み
つ
い
ん

密
院
議
案
審
査
委
員
会
で
、
３
案
の

中
の
昭
和
を
新
年
号
に
採
用
す
る
こ
と

を
議
決
し
、
そ
の
議
決
ど
お
り
倉
富
枢

密
院
議
長
の
上じ
ょ
う
そ
う奏
を
受
け
た
裕
仁
天
皇

が
裁
可
し
て
『
昭
和
』
が
新
年
号
に
定

め
ら
れ
た
。

　

昭
和
は
、
書し
ょ
き
ょ
う経（
中
国
最
古
の
政
教

の
経
典
）の
『
九
族
既
睦
、
平
章
百
姓
、

百
姓
昭
明
、
協
和
万
邦
』
か
ら
の
引
用

で
、『
君
民
一
致
、
世
界
平
和
』
の
意

味
が
あ
っ
た
。

　

新
聞
各
紙
に
は
『
昭
和
の
元
号
の
象

徴
す
る
新
治
政
の
理
想
は
、
光
明
平
和

の
新
時
に
し
て
…
』の
論
調
が
あ
っ
た
。

犬
田
卯
が
発
行
し
た
雑
誌
『
農
民
』

　

と
こ
ろ
で
米
価
が
こ
れ
よ
り
前
の
大

正
６
年（
１
９
１
７
年
）、
同
７
年
、
同

８
年
と
暴
騰
し
て
い
た
。
米
価
暴
騰
の

一
因
は
米
穀
商
に
よ
る
価
格
の
吊
り
上

げ
に
あ
っ
た
。
が
、
国
の
人
口
急
増
に

も
大
き
な
一
因
が
あ
っ
た
。
人
口
急
増

の
主
た
る
淵え
ん
げ
ん源
は
、
明
治
政
府
の
万
国

と
対
峠
す
る
た
め
の
富
国
強
兵
策
に
基

づ
く
徴
兵
制
に
あ
っ
た
。
明
治
５
年

（
１
８
７
２
年
）度
の
日
本
の
総
人
口
３

４
８
０
万
人
余
り
、
そ
れ
が
49
年
後
の

大
正
７
年（
１
９
１
８
年
）度
に
は
５
６

１
０
万
人
余
り
に
達
し
て
い
た
。
こ
の

間
、
国
は
明
治
20
年
代
に
石
川
・
静
岡

両
県
下
で
耕
地
整
理
事
業（
後
に
全
国

的
に
施
行
さ
れ
て
い
る
）に
着
手
す
る

な
ど
米
の
生
産
技
術
向
上
を
図
っ
て
い

た
が
、
い
ま
だ
需
要
に
供
給
が
追
い
つ

い
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

一
方
、
農
村
で
は
、
都
市
の
労
働
争

議
お
よ
び
社
会
主
義
運
動
の
活
発
化
に

刺
激
を
受
け
て
、
小
作
人
の
組
合
が
結

成
さ
れ
、
そ
れ
が
村
単
位
か
ら
郡
、
県
、

さ
ら
に
大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）に
は

全
国
組
織
日
本
農
民
組
合
結
成
に
発
展

し
て
い
た
。
ま
た
農
村
で
は
、
大
正
６

年（
１
９
１
７
年
）に
小
作
争
議
が
西
日

本
で
端
を
発
し
、
東
日
本
へ
拡
大
、
さ

ら
に
全
国
へ
拡
大
し
て
い
た
。
小
作
争

議
と
は
、
地
主
に
小
作
人
が
、
小
作
料

の
一
時
減
免
ま
た
は
永
久
三
割
減
免
を

要
求
す
る
闘
争
で
、
そ
の
件
数
は
大
正

15
年
・
昭
和
元
年（
１
９
２
６
年
）度
に

は
全
国
で
２
７
５
１
件
に
達
し
て
い

た
。

　

そ
ん
な
世
相
の
中
で
、
犬
田
卯
が
中

心
に
な
っ
て
田
端
文
士
芸
術
村
で
結
成

し
た
農
民
文
芸
会（
農
民
文
芸
研
究
会
）

の
活
動
は
、
犬
田
一
家
が
杉
並
町（
現

杉
並
区
）に
移
転
し
て
か
ら
、
一
層
活

発
に
な
っ
て
い
た
。
新
潮
社
の
編
集
主

任
で
売
れ
っ
子
作
家
の
加
藤
武
雄
、
民

衆
詩
人
白
鳥
省
吾
、
社
会
主
義
者
大
槻

憲
二
ら
が
新
た
に
加
わ
り
、会
員
65
人
、

誌
友
17
人
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
会

員
意
気
は
ま
す
ま
す
上
が
り
、
自
分
た

ち
で
機
関
誌
『
農
民
』
を
発
行
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の『
農
民
』

を
継
続
出
版
す
る
費
用
の
捻
出
は
、
会

員
が
１
口
１
円
以
上
を
毎
月
負
担
す
る

こ
と
。
誌
友
は
『
農
民
』
の
誌
代
を
２

カ
月
分
以
上
前
納
す
る
こ
と
と
定
め
ら

れ
た
。
問
題
の
多
額
の
出
版
資
金
は
加

藤
武
雄
が
負
担
し
、
彼
の
勤
務
先
の
新

潮
社
が
発
売
元
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
話
は
と
ん
と
ん
拍
子
で
運
ん
で

い
っ
た
。



平成19年度牛久市体育協会総会
　5月12日、市役所第３会議室で総会が開催され、
18年度の体育協会事業報告、決算報告、19年度の
事業計画案、予算案、新役員が承認されました。
新しく「牛久市スポーツ吹矢協会」が加盟し34団
体となり、今年度も一層精力的に活動します。

平成19年度牛久市体育協会常任理事
＜会長＞池辺勝幸、＜副会長＞唯根勉、都賀和男、
鈴木義隆、＜常任理事＞大川鑠、木ノ上亀久、那
須政夫、石塚
曻、北濱朝子、
河野孝子、井
関好子、相良
益雄、菅野博、
高橋忠、武田
秀夫、田中隆
之、 根 本 勝、
蛯原国雄、坂
本允（敬称略）
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催し物のご案内

平成18年度表彰者
【表彰状】＜優秀選手＞井上琢磨（柔道）、駒田美香
（剣道）、鴻丸佳位（少林寺拳法）、大木種代、溝井
イツ子、石塚曻、宮本登志男、名雪芳克、平根豊次、
中島博、中山つや子、名雪重子（以上グラウンドゴ
ルフ）、＜優秀団体＞牛久ベアーズ、うしくゴール
デンボーイズ（以上野球）、【褒状】＜優秀指導者＞
菱沼宏昭（神谷女子ミニバス指導）、＜優秀選手＞清
水玲香、伊藤友里恵、永野大樹、村山一輝、村山尚輝、
海上隆世（以上ソフトテニス）（敬称略）

●花柳親駒会 （代表：宮崎美喜子☎873-4558）
　日本舞踊を通して各種行事に参加。チャリティ舞踊
会での義援
金を諸施設
に贈呈、ま
た舞踊を見
て 頂 き ま
す。会員一
同楽しく稽
古に、活動
に頑張って
います。

加盟団体紹介
●日本民謡協会茨城県南部大会
日時  7月8日（日）午前9時〜
場所  坂東市さかい町　
入場料  無料　
問い合わせ 茨城幸友会（鈴木）☎872-2445

●Holy Bright in 滝美園
　美しい日本庭園とゴスペルの歌声のハーモニー
日時  7月14日（土）午後3時〜4時
場所「同源亭」庭園（岡見町国道408号沿い）
入場料  無料※駐車場あり。　
問い合わせ Ｈoly Bright（小柳）☎874-9374

●中之島流の各教室発表会
　10団体合同の発表会です。
日時  7月15日（日）午後0時30分開演予定
場所  鹿行生涯学習センター
入場料  無料　
問い合わせ 中之島流大正琴琴世会（和田）☎872-4126

●ティーンズ　紅茶ん’Ｓ
　小4以上の子どもたちあつまれ〜！
日時  毎月第2土曜日午後6時30分〜8時30分予定（8月は

お休みします）
場所  市中央生涯学習センター調理室　
参加費  会員100円、一般300円
問い合わせ 牛久おやこ劇場事務所（種子田）☎874-3404

「第3回石
い わ み

見神楽牛久公演」7月15日（日）午後1時30分開演

会長のあいさつをする池辺勝幸市長 牛久市体育協会総会の様子

＜119＞
◆牛久運動公園体育館内
　牛久市体育協会事務局☎873-2486
　　　　　　　　　　　5873-2895

◆市教育委員会生涯学習課内
　牛久市文化協会事務局
　　☎871-2301 5871-1334（69）
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牛
久
沼
は
周
囲
25
・
５
㎞
、
５
市（
牛

久
市
・
龍
ヶ
崎
市
・
取
手
市
・
つ
く
ば

み
ら
い
市
・
つ
く
ば
市
）に
ま
た
が
り
、

県
南
で
最
も
自
然
と
文
化
に
満
ち
溢
れ

た
湖
沼
で
あ
る
と
自
慢
で
き
ま
す
。
う

ち
５
点
を
順
次
み
て
い
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
６
号
国
道
を
佐
貫
方
面

へ
向
か
い
、
八は
っ
け
ん
せ
き

間
堰
と
い
う
信
号
を
右

に
水
門
を
目
印
に
入
り
な
が
ら
牛
久
沼

水
辺
公
園
に
着
き
ま
す
。
一
気
に
沼
全

体
と
筑
波
山
が
遠
望
で
き
る
憩
い
の
場

所
で
す
。
こ
こ
か
ら
堤
防
が
西
に
向

か
っ
て
延
び
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

二に
せ
ん
け
ん
つ
つ
み

千
間
堤（
取
手
市
）で
す
。江
戸
時
代
、

寛
永
11
年（
１
６
３
４
年
）堤
防
が
築
か

れ
ま
し
た
。
水
害
か
ら
守
る
と
共
に
佐

貫
か
ら
細ほ
そ
み見
、
足
高
へ
の
交
通
の
要
よ
う
し
ょ
う衝

で
も
あ
り
ま
し
た
。
堤
は
４
㎞
あ
り
、

右
に
沼
、
左
に
藪
と
田
、
砂
利
道
を
歩

く
と
太
公
望
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
細
見
橋
か
ら
西
へ
向
か

い
足
高（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）と
い
う
集

落
に
入
る
と
「
さ
る
ま
い
自
然
公
園
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
ろ
う
そ
く

の
し
ん
用
の
い
草
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
か
ら
灯
心
い
草
栽
培
が

行
わ
れ
、
こ
の
地
域
限
定
の
産
業
用
品

の
歴
史
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ほ

か
に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、コ
ウ
ホ
ネ
、シ
ョ

ウ
ブ
、
オ
モ
ダ
カ
、
リ
ョ
ウ
キ
ン
カ
な

ど
の
湿
原
に
な
っ
て
お
り
、
水
生
植
物

園
と
し
て
一
見
の
価
値
が
あ
り
そ
う
で

す
。（
上
写
真
）

　

３
つ
目
は
、
つ
く
ば
市
駒こ
ま
ご
め込
下
、
沼

面（
龍
ヶ
崎
市
）に
は
、
素
晴
ら
し
い
ハ

ス
の
自
然
群
生
地
が
あ
り
ま
す（
右
下
写

真
）。７
月
に
ハ
ス
は
満
開
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
牛
久
沼
に
は
漁
業
協
同
組
合
が

あ
り
、
組
合
員
は
83
人
で
す
。
組
合
幹

部
の
大
野
清
さ
ん
の
お
話
に
よ
れ
ば
、

「
組
合
員
や
そ
の
ほ
か
の
方
々
の
努
力
に

よ
り
、
沼
の
浄
化
運
動
が
進
み
、
沼
中

央
で
水
深
75
㎝
ま
で
透
明
度
が
良
く
な

り
、
一
層
ハ
ス
や
そ
の
ほ
か
の
水
生
植

物
が
増
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

魚
の
放
流
や
水
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、

牛
久
沼
自
然
保
護
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
つ
目
は
、
つ
く
ば
市
小お
ぐ
き茎
と
上
岩

崎
と
の
間
、
茎
崎
橋
近
く
に
昔
懐
か
し

い
渡
し
場
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
昭

和
初
期
ま
で
船
で
の
往
来
で
し
た
。
小

茎
の
渡
し
場
は
天て
ん
じ
ん
し
た

神
下
の
渡
し
場
と
称

し
、
対
岸
の
下
岩
崎
ま
で
船
頭
が
船
を

操
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
利
用
は
茎
崎

第
一
小
学
校
、
茎
崎
第
二
小
学
校
相
互

牛
久
沼
水
辺
の
自
然
と
文
化

広
報
う
し
く
市
民
特
派
員　

齋さ
い
と
う藤 

重
じ
ゅ
う

の
運
動
会
、板
橋
不
動
院
の
縁
日
参
詣
、

桜
見
物
と
思
い
出
多
い
渡
し
場
で
し

た
。
当
時
、
沼
は
ウ
ナ
ギ
の
宝
庫
で
あ

り
、
ジ
ュ
ン
サ
イ（
ス
イ
レ
ン
科
多
年

生
水
草
）も
大
量
に
採
れ
る
と
こ
ろ
で

し
た
。

　

最
後
に
牛
久
市
城
中
に
根ね

ご

や
古
屋
と
い

う
地
名
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
根
古
屋
不

動
尊
が
あ
り
ま
す（
左
写
真
）。「
フ
ド
ウ

サ
マ
」
と
称
し
、
お
産
の
神
様
と
言
わ

れ
、
８
月
27
日（
今
年
は
月
曜
日
）、
縁

日
が
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
今
も
毎
月
27

日
、
28
日
に
月
参
り
す
る
人
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

牛
久
沼
水
辺
に
は
自
然
遺
産
、
文
化

遺
産
が
数
多
く
あ
り
、
人
々
の
遺
産
継
承

の
努
力
に
よ
り
一
層
地
域
の
オ
ア
シ
ス
と

し
て
重
要
さ
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

さるまい自然公園

ハスの自然群生地

根古屋不動尊



火災警報器の悪質訪問販売にご注意！
相談　消防職員のような人が来て、「火災警報器の設置が義務付けられた。すぐ

に設置する必要がある」と言われ購入を勧められた。

　住居用の防災機器設置が義務化され（新築住宅は平成18年6月1日、既存住宅は
平成21年6月1日条例施行）、強制的に販売する悪質な訪問販売業者が出没してい
るようです。
※消防署が販売、点検することはありません。
※機器の設置や点検は自分でもできます。
※機器の購入、工事契約の際は見積りを取り、数社で検討を。

　訪問販売はクーリングオフが可能です。判断に迷うことがあれば、まずは牛久市消費生活センター
にご相談ください。
問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803
　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時〜午後4時）
※7月11日（水）・13（金）・18（水）は相談員が不在となります。その間のお問い合わせは県消費生活セン

ター（☎029-822-7042）までお願いします。

29　−広報うしく−

カボチャの黄色で夏を乗り切る！
　豊富に含まれるカロチンの黄色。免疫機能を高めてくれるカボチャは
夏が旬です。ずっしりと重くて、つやのあるものを選びましょう。意外
にも、種にはたくさんのたんぱく質やリノール酸が。フライパンで焦げ
目が付くまで炒って食べると、動脈硬化の予防に効果があるそうです。

岡見町でカボチャを生産している橋本豊さん、孝子さんご夫妻に伺いました
　定年を機に、奥様の実家で農業の道に入った橋本さ
んご夫妻。先代の指導を受けながら、去年初めての出
荷を果たしました。東京出身の豊さんは農業の専門用
語や独特の方言にとまどいながらも、先輩農業者や市
場職員に積極的にアプローチして知識や経験を吸収し
ています。畑のカボチャも形が良くなるように「座布
団」を敷いてもらって、大切に育てられていました。
取材の日はちょうど「みやこ」という品種の収穫初日。
採れたばかりの「みやこ」を見つめながら「自分で作
るようになってから、前よりもっとカボチャが好きに
なって…」との孝子さんの言葉が印象的でした。

孝子さんのおすすめ料理
　煮ても、焼いても、揚げてもおいしいカボチャ。橋
本家で人気のカボチャサラダを紹介していただきまし
た。
①カボチャ、サツマイモを角切りにしてゆでる（電子レンジでもＯＫ）。
②レーズン少々を加える。
③からしマヨネーズであえる。

どこで買えるの？
　牛久産のかぼちゃは、下根直売所、または市営青果市場経由で市内の八百屋さんにも並びます。

問い合わせ　市農業政策課☎873-2111内線1521〜1522

牛久の旬の農作物と生産者
を紹介します
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牛
久
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム

「
牛
久
ワ
イ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
に
よ

る
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　

牛
久
市
の
総
合
計
画
で
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
的
と
し
た
「
牛
久

ワ
イ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
の
具
体
化
に

向
け
、
企
業
や
市
民
の
皆
さ
ん
、
市
の

関
係
者
と
共
に
牛
久
駅
周
辺
の
活
性
化

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

テ
ー
マ 

「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
、

都
市
観
光
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

日
時 

７
月
15
日（
日
）午
後
３
時
〜
５
時

30
分

場
所 

市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室（
２
階
）

主
催 

牛
久
市

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
入
場
制
限
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

市
地
域
整
備
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
６
１
〜
２

５
６
２

牛
久
市
体
育
指
導
委
員
紹

介　

　

体
育
指
導
委
員
は
、
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
た
め
に
熱
意
と
能
力
を

持
っ
た
方
々
で
、
市
教
育
委
員
会
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
特
別
職
員
で
す
。

職
務
と
し
て
は
、
住
民
の
求
め
に
応
じ

て
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
の
指
導
、
学
校
・

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

行
事
・
事
業
な
ど
へ
の
協
力
、
そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
・
助
言
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

特
に
、
市
民
体
育
祭
な
ど
各
種
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
３
地
区

（
牛
久
・
岡
田
・
奥
野
）の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
な
ど
事
業
に
関
し
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
24
人
が
次
の

方
々
で
す
。

牛
久
市
体
育
指
導
委
員 

【
牛
久
地
区
担

当
】
市
尾
と
め
子
、
村
松
昇
平
、
天

野
稔
、
椎
名
敏
一
、
小
嶋
孝
雄
、
入

江
唯
晃
、
杉
田
久
蔵
、
武
末
美
恵
子

【
岡
田
地
区
担
当
】
唯
根
勉
、
田
中
隆

之
、
根
本
勝
、
若
林
き
よ
、
桜
井
孝

之
、
桜
井
重
夫
、
石
添
容
子
、
粥
川

由
加
里
、
瀬
尾
あ
さ
み
【
奥
野
地
区

担
当
】
宮
下
英
彌
、
永
沼
和
明
、
唯

根
正
一
、
清
水
扶
美
子
、
酒
井
健
生
、

小
林
正
一
、
木
村
武
志（
敬
称
略
）

※
皆
さ
ん
か
ら
の
派
遣
指
導
な
ど
の
要

暮らしの
情報
暮らしの
情報

望
お
よ
び
そ
の
ほ
か
体
育
指
導
委
員

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

市
社
会
体
育
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
３
０
４
１

牛久運動公園プールのご案内
　プールで歩きたい、音楽に合わせて踊りたい、泳げるようになりたいなどさ
まざまなプログラムを開催します。
①大人のスイミングスクール（各コース全7回）

②水中プログラム

クラス

初心者（クロール25m目標）
初中級者（平泳ぎ25m目標）

期間

7月20日〜8月31日
の毎週金曜日

時間

午前10時〜11時
午前11時〜正午

受講料

3,500円

定員

20人

申込締め切り日

7月19日（木）

対象 中学生以上の方
利用料 受講料・参加費のほかに、別途プール利用料1回400円かかります。
申し込み方法 ①大人のスイミングスクールは、7月5日（木）午前10時から電話で

お申し込みください。※先着順。②水中プログラムは当日先着順です。
申し込み・問い合わせ NPO日本スポーツ振興協会（牛久運動公園体育館内 担

当：斉藤・平山）☎873-2486内線16※月曜日休館（月曜日が祝日の場合は、翌
火曜日が休館となります）

プログラム
水中ウォーキング
（各6回開催）

水中エアロビクス
（4回開催）

期間
7月24日〜8月28日の毎週火曜日
7月21日〜8月25日の毎週土曜日
8月1日・8日・22日・29日 の
各水曜日

時間
午前10時〜11時
午後4時〜5時

午前10時〜10時45分

参加費
1回500円（回 数
券6枚で2,700円）
1回500円（回 数
券4枚で1,800円）

定員

30人

50人
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第20回全国健康福祉祭いばらき大会
ねんりんピック茨城2007  ダンススポーツ交流大会  一般参加の部募集

　11月10日から4日間、「さわやかな 長寿の風を 茨城に」をテーマに「ねんりんピック茨城2007」
が茨城県で開催されます。県内21市町を会場に25種目のスポーツと文化の交流大会が行われるほか、
健康や生きがいに関するさまざまなイベントが開催されます。牛久市においては「ダンススポーツ
交流大会」開催地として全国から選手団をお迎えし交流大会を開催しますが、シニア世代はもちろ
んのこと、各世代の方にもダンススポーツを楽しんでいただこうと一般の参加者を募集します。
大会期日 11月11日（日）　　　　　　場所   牛久運動公園体育館（下根町1400）
競技内容

定員 50組（100人）	 出場料 1人1,000円（1組2,000円）
審判員 JDSF公認審判員	 申込期間  7月2日（月）〜31日（火）
※申し込み方法、出場料納付方法の詳細については、下記までお問い合わせください。
主催 厚生労働省、茨城県、牛久市、（財）長寿社会開発センター、ねんりんピック茨城2007実行委員会、

ねんりんピック茨城2007牛久市実行委員会
主管 茨城県ダンススポーツ連盟	 協力 牛久市ダンススポーツ連盟
申し込み・問い合わせ ねんりんピック茨城2007牛久市実行委員会事務局（〒300-1292牛久市中央3- 

15-1 市高齢福祉課内）☎873-2111内線1752FAX874-0421Eメールkourei@city.ushiku.ibaraki.jp

競技区分名

一般参加の部 

S/L
S 
L

 種目
W/T
R/C

 フィガー

自由

 服装

自由

出場資格ほか
年齢制限なし。一般アマチュアオー
プン。競技経験者は持ち級D級以下。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
募
集

　

牛
久
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
市
内

に
在
住
の
外
国
人
の
支
援
の
た
め
に
、

日
本
語
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、学
習
者
増
に
対
応
す
る
た
め
、

講
師
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
の
条
件 

資
格
・
経
験
不
問
。
左

記
講
座
が
受
講
で
き
、
外
国
人
の
日

本
語
習
得
に
熱
意
を
も
っ
て
相
当
期

間
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
。ま
た
、

役
員
と
し
て
の
活
動
も
で
き
る
方
。

な
お
、
学
生
の
方
は
不
可
。

定
員 

夜
の
部
で
活
動
で
き
る
方
15
人

（
午
前
・
午
後
の
部
も
活
動
可
能
な

方
な
お
可
）。
募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
を
行
い
、
そ
の
際
は
市

内
に
在
住
の
方
を
優
先
。　
　
　

※
教
室
は
、
原
則
と
し
て
、
４
・
８
・

12
月
を
除
き
、
毎
週
木
曜
日
午
前
10

時
〜
11
時
30
分（
午
前
の
部
）、
午
後

１
時
〜
２
時
30
分（
午
後
の
部
）、
午

後
７
時
〜
８
時
30
分（
夜
の
部
）に
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
研
修
会
、

学
習
者
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

行
事
も
あ
り
ま
す
。

講
座
日
時 

９
月
６
日
〜
11
月
15
日
の

第
１
・
第
３
木
曜
日
午
後
３
時
〜
４

時
30
分（
全
６
回
）

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師 

金
久
保
紀
子
氏（
筑
波
学
院
大
学

准
教
授
）　

ほ
か

受
講
料 

３
０
０
０
円（
教
材
費
ほ
か
）

※
当
協
会
に
加
入（
年
会
費
１
０
０

０
円
）し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま

す（
保
険
加
入
な
ど
の
た
め
）。

説
明
会
お
よ
び
抽
選
会 

８
月
２
日（
木
）

午
前
10
時（
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）（
予
定
）

申
し
込
み
方
法 

住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
は

が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル

の
際
は
、
件
名
を
「
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日 

７
月
18
日（
水
）必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

牛
久
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
「
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
係
」（
〒
３
０
０
‐

１
２
９
２
牛
久
市
中
央
３
‐
15
‐
１

市
市
民
活
動
課
内
）☎
８
７
３
・
２

１
１
１
内
線
１
６
３
３
Ｆ
Ａ
Ｘ
８

７
３
・
２
５
１
２
Ｅ
メ
ー
ルsister 

@
city.ushiku.ibaraki.jp

※
当
協
会
で
は
、
ほ
か
に
会
員
と
し
て

姉
妹
都
市
と
の
交
流
、
在
住
外
国
人

支
援
な
ど
の
活
動
を
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は

法
人
・
団
体
１
万
円
、
個
人
１
０
０

０
円
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市役所☎873-2111　FAX873-7510
ホームページhttp://www.city.ushiku.ibaraki.jp/
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ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く

第
２
回
全
国
公
募
絵
画
展
２
０
０
８

　

市
で
は
、
芸
術
家
の
顕
彰
育
成
や
優

れ
た
作
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
提
供
な

ど
を
通
し
て
、
芸
術
文
化
を
振
興
し
、

多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
特
色
あ
る
街
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
全
国
公
募
絵

画
展
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
を
開
催
し

ま
す
。

　

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
は
、
優
れ
た

作
品
を
全
国
か
ら
公
募
し
、
厳
正
な
る

審
査
を
公
開
し
、
さ
ら
に
市
民
投
票
に

よ
る
顕
彰
を
行
う
な
ど
、
作
家
も
市
民

も
共
に
美
術
を
創
造
す
る
展
覧
会
を
目

指
し
ま
す
。

　

多
く
の
有
望
な
作
家
の
創
意
溢
れ
る

作
品
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格 

創
作
活
動
を
続
け
る
す
べ

て
の
方

テ
ー
マ 

「
共
生
」

作
品
の
規
格
な
ど 

絵
画
は
平
面
作
品

に
限
り
ま
す（
本
人
の
創
作
で
未
発

表
作
品
）。
絵
の
大
き
さ
は
30
号
〜

50
号
、
厚
み
20
㎝
以
内
。

応
募
書
類
締
め
切
り
日 

平
成
20
年
２

月
15
日（
金
）※
現
在
応
募
受
付
中
。

公
開
審
査 

平
成
20
年
３
月
22
日（
土
）・

23
日（
日
）市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

審
査
委
員 

委
員
長
…
富
山
秀
男
氏（
美

術
評
論
家
）、
委
員
…
入
江
観
氏（
洋

画
家
）、
草
薙
奈
津
子
氏（
美
術
評
論

家
）、
佃
堅
輔
氏（
美
術
評
論
家
）、
宮

廻
正
明
氏（
日
本
画
家
）※
五
十
音
順
。

賞 

大
賞
３
０
０
万
円（
１
点
・
買
上
賞
）

優
秀
賞
１
０
０
万
円（
１
点
・
買
上

賞
）、
佳
作
７
万
円（
２
点
）、
市
民
賞  

５
万
円（
１
点
）

※
市
民
賞
は
、
展
覧
会
期
中
の
来
場
者

の
投
票
を
集
計
し
、
最
高
得
票
作
品

が
入
賞
し
ま
す
。

【
作
品
展
覧
会
】
入
賞
・
入
選
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

日
時 
平
成
20
年
４
月
27
日（
日
）〜
５

月
16
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
閉
館
。（
市
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
休
館
日
を
除

く
）

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
に
お
い
て
も
後

日
開
催
予
定
）

入
場
料 

無
料

主
催 

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
実
行
委

員
会　
　

共
催 

牛
久
市
、
牛
久
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ 

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く

事
務
局（
市
生
涯
学
習
課
内
）☎
８
７

１
・
２
３
０
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
１
・
１

３
３
４

美
術
講
習
会
受
講
生
募
集

芸
術
文
化
指
導
者
養
成
事
業

期
間
【
静
物
】
７
月
21
日（
土
）〜
26
日

（
木
）、【
人
体
】
８
月
１
日（
水
）〜
５

日（
日
）

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

講
師
【
静
物
】
齋
藤
茂
男
氏
、
庄
司
勲 

氏
、
廣
津
龍
伍
氏
、
松
田
朝
旭
氏

【
人
体
】
山
本
文
彦
氏

定
員
【 

静
物
】
30
人
【
人
体
】
30
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

受
講
料
【
静
物
】
一
般
５
０
０
０
円
、

学
生
４
０
０
０
円
【
人
体
】
一
般
一

万
円
、
学
生
８
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法 

７
月
８
日（
日
）の
【
人

体
】
午
前
10
時
【
静
物
】
午
後
２
時

に
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
講

座
室（
１
階
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。
代

理
で
も
可
。

主
催 

茨
城
県
、
茨
城
文
化
団
体
連
合
、

牛
久
市
文
化
協
会
、
牛
久
市
教
育
委

員
会

問
い
合
わ
せ 

市
生
涯
学
習
課
☎
８
７

１
・
２
３
０
１

観
世
流
謡
曲
「
牛
久
松
謡

会
」
会
員
募
集

　

健
康
に
も
良
い
と
さ
れ
る
謡
曲
。
年

を
と
っ
て
か
ら
も
続
け
ら
れ
る
趣
味
の

輪
の
一
つ
に
付
け
加
え
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

謡
曲
の
ほ
か
に
、
仕
舞
も
練
習

し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
に
も
分
か

り
や
す
く
、自
主
練
習
で
復
習
し
ま
す
。

日
時 

第
２
・
４
土
曜
日
午
後
１
時
〜

５
時
、
第
３
土
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時（
自
主
練
習
）

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和

室（
２
階
）

月
会
費 

３
０
０
０
円

★
牛
久
松
謡
会
「
浴
衣
会
」

日
時 

７
月
21
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

和
室（
２
階
）

番
組 

「
鶴
亀
」「
桜
川
」「
花
月
」「
葵
上
」

問
い
合
わ
せ 

中
川
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

４
・
６
０
２
３

常
陽
銀
行
年
金
無
料
相
談

（
要
予
約
）

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
年
金
手
帳
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時 

７
月
５
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後

３
時

場
所 

常
陽
銀
行
牛
久
支
店

問
い
合
わ
せ 

常
陽
銀
行
牛
久
支
店
☎

８
７
２
・
５
１
１
２



33　−広報うしく−

自
分
で
作
る
ラ
ジ
オ
講
座

　

ラ
ジ
オ
の
こ
と
、
電
波
の
こ
と
、
や

さ
し
く
教
え
て
く
れ
る
先
生
だ
よ
！

内
容
・
定
員
・
対
象 

①
Ｒ
Ｘ
‐
Ｉ
Ｃ
３
Ｄ 

Ｉ
Ｃ
ラ
ジ
オ
…
誰
で
も
簡
単
に
作
れ

て
、
感
度
も
抜
群
の
ワ
ン
チ
ッ
プ
Ｉ

Ｃ
ラ
ジ
オ
製
作
。
10
個
の
パ
ー
ツ
を

半
田
付
け
す
る
だ
け
で
で
き
あ
が

り
！
初
心
者
用
で
す
。
②
Ｒ
Ｘ
‐
１

２
３
Ｄ 

１
台
で
３
種
の
ラ
ジ
オ
工

作
が
楽
し
め
る
…
部
品
の
一
部
は
自

分
で
製
作
、
１
台
の
キ
ッ
ト
で
ゲ
ル

マ
ニ
ュ
ー
ム
ラ
ジ
オ
、
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ラ
ジ
オ
、
Ｉ
Ｃ
ラ
ジ
オ
へ
の
変
更

が
可
能
で
す
。
中
級
者
用
で
す
。
※

工
作
時
間
の
都
合
で
、
１
種（
ゲ
ル

マ
ニ
ュ
ー
ム
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
ラ
ジ
オ
）

を
選
ん
で
製
作
し
ま
す
。

日
時 

８
月
11
日（
土
）午
後
１
時
〜
約

３
時
間
程
度

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

講
座
室

講
師 

高
田
継
男
氏（
ミ
ズ
ホ
通
信（
株
））

対
象 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上

（
中
級
に
つ
い
て
は
、
５
年
生
以
上
）

定
員 

①
は
小
学
校
４
年
生
以
上
②
は

小
学
校
５
年
生
以
上
、
各
10
人
程
度

教
材
費 

各
コ
ー
ス
と
も
２
２
０
０
円（
税

込
み
）※
半
田
ご
て
、
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
、

ニ
ッ
パ
が
あ
る
人
は
、
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。（
必
ず
名
前
記
入
）

申
し
込
み
方
法 

７
月
20
日（
金
）ま
で

に
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
学
校
名
、
学
年
、
電
話

番
号
、希
望
の
コ
ー
ス
を
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

市
中
央
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ラ
イ
フ

ラ
ジ
オ
講
座
係（
〒
３
０
０
‐
１
２

１
１
牛
久
市
柏
田
町
１
６
０
６
‐

１
）☎
８
７
１
・
２
３
０
１
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
７
１
・
１
３
３
４

ス
タ
ー
ウ
ィ
ー
ク
天
文
講

座
２
０
０
７

　

じ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
見
つ
め
る
と
、

お
月
さ
ま
っ
て
色
も
表
情
も
ち
が
い
ま

す
。
月
食
の
と
き
の
お
月
さ
ま
は
、
か

く
れ
ち
ゃ
う
の
に
真
っ
黒
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
！ 

　

理
科
教
育
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、

ふ
だ
ん
以
上
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
も

つ
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

日
程
【
第
１
回
】
８
月
19
日（
日
）午
後

６
時
〜
９
時
「
本
格
派
！ 

望
遠
鏡

を
作
っ
て
月
を
観
察
し
よ
う
。
月
を

ス
ケ
ッ
チ
す
る
よ
！
」
材
料
費
…
３

０
０
０
円（
望
遠
鏡
、
三
脚
代
）、
持

参
す
る
物
…
は
さ
み
、
の
り
、
筆
記

用
具
、
色
鉛
筆
※
あ
れ
ば
ス
ケ
ッ
チ

の
と
き
に
紙
を
は
さ
む
ボ
ー
ド
も
。

【
第
２
回
】
８
月
28
日（
火
）午
後
６
時

30
分
〜
９
時
「
皆
既
月
食
を
観
察
し

て
み
よ
う
！
」
持
参
す
る
物
…
は
さ

み
、
の
り
、
筆
記
用
具
、
色
鉛
筆

　

※
雨
の
場
合
は
星
座
早
見
盤
づ
く
り

で
す
。

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

講
座
室

講
師 

友
田
哲
氏（
つ
く
ば
星
の
会
・
星

天
の
会
）、
友
田
和
美
氏（
天
文
サ
ー

ク
ル 

ク
レ
セ
ン
ト
ム
ー
ン
・
天
文

教
育
普
及
研
究
会
）

対
象 

市
内
に
在
住
の
小
学
５
年
生
以

上（
小
中
学
生
は
必
ず
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
）

定
員 

30
人（
保
護
者
は
含
み
ま
せ
ん
）

教
材
費  

３
０
０
０
円（
税
込
み
）

申
し
込
み
方
法 

７
月
20
日（
金
）ま
で
に

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

市
中
央
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ラ
イ
フ

ス
タ
ー
ウ
ィ
ー
ク
係（
〒
３
０
０
‐

１
２
１
１ 
牛
久
市
柏
田
町
１
６
０

６
‐
１
）☎
８
７
１
・
２
３
０
１
Ｆ

Ａ
Ｘ
８
７
１
・
１
３
３
４

奥
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

市
民
企
画
講
座

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室
受
講
生
募
集

日
時 

８
月
５
日
・
19
日
・
26
日
、
９

月
23
日
、
10
月
７
日
の
各
日
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午（
全
５
回
）

場
所 

奥
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
研

修
室

内
容 

腹
式
呼
吸
を
取
り
入
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
ト
ラ

イ
で
き
、
健
康
と
美
容
と
ス
ト
レ
ス

発
散
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。　
　

講
師 

中
島
鋭
二
先
生

定
員 

20
人
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
、
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

対
象 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
教
材
費 

２
０
０
０
円

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
方
法 

７
月
６
日（
金
）〜
13
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
月
曜

日
を
除
く
）に
奥
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ 

奥
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
８
７
５
・
１
１
３
３

市役所☎873-2111　FAX873-7510
ホームページhttp://www.city.ushiku.ibaraki.jp/
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対
象 

県
南
に
在
住
の
中
高
年
で
３
回

通
し
て
出
席
で
き
る
方

定
員 

20
人
※
先
着
順
。

参
加
費 

無
料
※
た
だ
し
、
保
険
料
を
毎

回
１
０
０
円
ず
つ
当
日
に
集
め
ま
す
。

申
し
込
み
方
法 

往
復
は
が
き
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
と
返
信
あ
て
先
を
ご
記
入
の

上
、「
〒
３
０
０
‐
１
２
３
６
牛
久

市
田
宮
町
５
３
１
‐
２
０
４
木
寺
静

代
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日 

７
月
17
日（
火
）

主
催 

県
南
地
域
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会

問
い
合
わ
せ 

木
寺
☎
８
７
２
・
９
４

７
２エ

イ
ズ
検
査

日
時 

毎
週
月
曜
日
午
前
９
時
〜
11
時

（
祝
日
を
除
く
）、
毎
月
第
３
月
曜
日

午
後
５
時
〜
７
時（
祝
日
を
除
く
）

場
所 

竜
ヶ
崎
保
健
所

内
容 

問
診
、
相
談
、
血
液
検
査（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
梅
毒
）※
ク
ラ

ミ
ジ
ア
、
梅
毒
の
み
の
検
査
は
で
き

ま
せ
ん
。

検
査
料
金 

無
料

検
査
時
期 

感
染
の
機
会
が
あ
っ
て
か

ら
12
週
以
上
経
過
し
て
受
け
る
と
確

実
で
す
。（
血
液
中
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
抗

体
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
少
な

太
極
拳
体
験
講
座

　

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く

ゆ
っ
く
り
と
身
体
を
動
か
し
心
身
を
ほ

ぐ
す
健
康
法
で
す
。

日
時 

７
月
24
日（
火
）・
31
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

場
所 

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

和
室
１
・
２
・
３（
２
階
）

対
象 

市
内
に
在
住
の
方

講
師 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
健
康
太
極
拳

（
楊
名
時
太
極
拳
）野
口
昌
子
師
範

参
加
費 

無
料
※
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催 

牛
久
市
体
育
協
会
う
し
く
太
極

拳
の
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局
☎
８
７
３
・
２
４
８

６
、
猪
熊
☎
８
７
３
・
７
９
１
８

始
め
よ
う
、
は
つ
ら
つ
太
極

拳
牛
久
地
区
普
及
講
座

日
時 

７
月
24
日
・
31
日
、
８
月
７
日

の
各
火
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
の
３

回
シ
リ
ー
ズ

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

講
座
室（
１
階
）　

内
容 

中
国
標
準
の
制
定
太
極
拳
か
ら

「
や
さ
し
い
基
本
動
作
７
式
太
極
拳
」

指
導 

中
国
体
育
総
局
指
導
員
石
河
委

員
ほ
か
実
行
委
員
リ
ー
ダ
ー
数
人

く
と
も
６
〜
８
週
か
か
り
ま
す
）

結
果
通
知 

検
査
結
果
は
お
お
む
ね
１

週
間
後
に
分
か
り
ま
す
。
面
接
で
、

結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。
電
話
で
の

お
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
面
接
は
、
結
果
が
届
い
て
い
る

こ
と
を
電
話
で
確
認
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

竜
ヶ
崎
保
健
所
保
健
指

導
課
☎
０
２
９
７
・
６
２
・
２
３
６

７（
直
通
）

牛
久
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
講
習
会

　

コ
ー
チ
を
招
い
て
の
、
初
心
者
向
け

講
習
会
で
す
。

日
時 

７
月
17
日
・
24
日
・
31
日 

、
８

月
７
日
の
各
火
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
場
所 

下
根
中
学
校
体
育
館

参
加
費 

５
０
０
円（
４
回
） 

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
体
育
館
履

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

平
林
☎
８
７
３
・
２
４

８
６が

ん
予
防
・
改
善
の
ス
ー

ハ
ー
講
座

　

ガ
ン
細
胞
は
嫌
気
性
細
胞
で
酸
素
が

苦
手
で
す
。
ご
一
緒
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
細
胞
呼
吸
法
に
よ
る
改
善
・
予
防
法

を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
抗
が
ん
剤
治

療
中
の
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

日
時 

７
月
22
日（
日
）午
後
３
時
〜
５
時

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

講
座
室

定
員 

20
人（
先
着
順
）

参
加
料 

無
料

講
師 

曽
紅（
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
細
胞
呼

吸
学
園
代
表
）

申
し
込
み
方
法 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

曽
紅
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

４
・
９
９
８
６

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保

有
者
の
た
め
の
講
習
会

日
時 

７
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

２
時

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

講
座
室

内
容 

①
講
演
会
お
よ
び
相
談（
講
師
…

谷
澤
伸
次
氏（
Ｗ
Ｏ
Ｃ
認
定
看
護
師

筑
波
大
学
病
院
））②
ス
ラ
イ
ド
映
写
、

懇
談
③
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展
示
・
説

明
参
加
費  

１
０
０
０
円（
資
料
代
ほ
か
）

申
込
締
め
切
り
日  

７
月
20
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ  

日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部
南
部
地
区

セ
ン
タ
ー
長 

鈴
木
千
賀
子
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
８
９
２
・
６
２
１
９
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中村紘子トーク＆コンサート
〜CDでは聴けない  とっておきのお話〜

9月1日（土）午後1時30分開演（午後1時開場）
市中央生涯学習センター文化ホール

入場料　4,000円（全席指定）
※入場時にシャトーカミヤ共通商品券（1,000円相当）プレゼント。
※未就学児の入場は、お断りしております。

　　7月8日（日）からチケット窓口発売開始
チケット発売窓口
　●市中央生涯学習センター（月曜休館）午前9時〜
　●奥野生涯学習センター（月曜休館）午前9時〜	 ☎875-1133
　●三日月橋生涯学習センター（月曜休館）午前9時〜	☎874-1340
　●浩文堂書店（イズミヤ1階）午前10時〜　☎872-0886
　●さんぱる長崎屋インフォメーション（1階）午前10時〜
	 ☎830-4356
　●ウインズ・ユー（水曜定休）午前10時〜　☎870-3663
※電話による予約は、7月10日（火）からとなりますが、発売

開始日で完売の場合は電話予約は行いません。
共催　牛久市、オエノングループ・シャトーカミヤ

写真：尾形正茂
提供：（株）ソニー・ミュージックジャパン・
　　　インターナショナル

問い合わせ　市中央生涯学習センター☎871-2301、シャトーカミヤ☎873-3151

髙井滋陽バリトンコンサート　　　　　　　　　ピアノ伴奏：髙井典子
9月15日（土）午後3時30分開演（午後3時開場）

市中央生涯学習センター文化ホール
入場料 【前売り】大人2,000円、子ども1,000円（中学

生まで）、【当日券】大人2,300円、子ども1,300円 
（中学生まで）※全席自由。

※未就学児の入場はお断りしています。
※障害をお持ちの方は、障害者手帳を提示いただきます

と500円割り引きになります。

　7月14日（土）からチケット窓口発売開始髙井典子髙井滋陽

チケット発売窓口
　●市中央生涯学習センター （月曜休館）午前9時〜午後5時
　●浩文堂書店（イズミヤ1階） 午前10時〜閉店まで　☎872-0886
　●さんぱる長崎屋インフォメーション（1階） 午前10時〜閉店まで　☎830-4356
　●ウインズ・ユー 午前10時〜午後8時　☎870-3663
※電話による予約は、発売開始翌日からとなります（市中央生涯学習センターのみ）。なお、発売当日

で完売の場合は電話予約はありません。
主催 牛久市文化協会
後援 牛久市、牛久市教育委員会、牛久市区長会、牛久市交通安全母の会、牛久市社会福祉協議会、

よみうりタウンねっと
問い合わせ　牛久市文化協会事務局（市中央生涯学習センター内）☎871-2301

市役所☎873-2111　FAX873-7510
ホームページhttp://www.city.ushiku.ibaraki.jp/
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子
ど
も
１
日
図
書
館
員
募

集

日
時 
７
月
25
日（
水
）〜
31
日（
火
）の
う

ち
平
日
５
日
間
【
午
前
の
部
】
午
前

９
時
〜
正
午
【
午
後
の
部
】
午
後
１

時
〜
４
時

場
所 

市
中
央
図
書
館

内
容 

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
し
出
し
、

返
却
作
業
、
本
の
検
索
な
ど

対
象 

市
内
の
小
学
５
年
・
６
年
生

定
員 

午
前
、
午
後
の
部
各
２
人（
計
20

人
）※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。
結
果
は
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法 

７
月
２
日（
月
）〜
10
日

（
火
）の
間
に
市
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ー
ブ
ル
の
会

問
い
合
わ
せ 

市
中
央
図
書
館
☎
８
７

１
・
１
４
０
０

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

研
修
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
託
児
付
き

（
３
歳
以
上
、
要
予
約
）で
「
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
」
を
開
講
し
ま

す
。
育
児
支
援
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

日
時 

９
月
17
日（
月
・
祝
）午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
、
９
月
24
日（
月
・

祝
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時
40
分
、

10
月
４
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
５

時
場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容 

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

必
要
な
知
識（
子
ど
も
と
の
接
し
方
、

遊
び
方
、
事
故
の
予
防
と
手
当
、
調

理
実
習
な
ど
）

受
講
料 

無
料（
別
途
資
料
代
５
０
０
円

必
要
）

定
員 

50
人
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法 

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
リ
リ
ー
保
育
福

祉
専
門
学
校（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・
２

２
８
・
１
８
８
０
）ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
※
用
紙
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
県
政
ト
ピ
ッ
ク
ス（
募

集
）」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

市
児
童
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日 

７
月
17
日（
火
）必
着 

問
い
合
わ
せ 

県
子
ど
も
家
庭
課
少
子

化
対
策
室
☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３

２
６
１

第
88
回
市
民
健
康
セ
ミ

ナ
ー

水
虫
の
治
し
方

日
時 

７
月
５
日（
木
）午
後
２
時
〜
３
時

場
所 

市
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
室

（
１
階
）

講
師 

皮
膚
科
部
長  

竹
川
千
尋
氏

参
加
費 

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

医
療
法
人

つ
く
ば
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
☎
８
７

２
・
１
７
７
１

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

参
加
者
大
募
集
！

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
高
齢
者
の
方
も
！ 

ご
家

族
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
気
軽
に
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
世
代
を

超
え
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
、
気
持
ち

の
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

日
時 

８
月
５
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
お
好
き
な
時
間
に
来
て
、
お

好
き
な
だ
け
体
験
い
た
だ
け
ま
す
）

場
所 

牛
久
運
動
公
園
体
育
館

種
目 

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
、
フ
ッ
ト
サ

ル
、
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど

対
象 

市
内
に
在
住
お
よ
び
近
隣
の
方

参
加
費 

１
人
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ミ
ラ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ン
グ
ダ

ム
事
務
局
☎
８
７
２
・
５
９
３
９
Ｅ

メ
ー
ルm

iyachi@
npo-m

sk.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.npo-
m

sk.ne.jp

受験種目 2等陸海空士（男子） 2等陸海空士（女子） 一般曹候補生 航空学生

受験資格 採用予定月の1日現在、
18歳以上27歳未満の男子

採用予定月の1日現在、
18歳以上27歳未満の女子

平成20年4月1日現在、18
歳以上27歳未満の方

平成20年4月1日現在、18
歳以上21歳未満の方

受け付け 年間を通じて行っています。 8月1日（水）〜9月7日（金）8月1日（水）〜9月7日（金）8月1日（水）〜9月7日（金）

試験期日 受付時にお知らせします。 9月24日（月・祝）・25日（火）

1次：9月17日（月・祝）
2次：10月5日（金）〜12日

（金）の間の1日　　

1次：9月22日（土）
2次：10月13日（土）〜18
日（木）の間の1日
3次：11月中旬〜12月上
旬の間に指定する日

場所　 受付時にお知らせします。 別途各人に通知します。 受付時にお知らせします。 別途各人に通知します。

平成19年度自衛官募集

問い合わせ 自衛隊茨城地方協力本部 龍ケ崎地域事務所☎0297-64-3351ホームページhttp://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/



37　−広報うしく−

キ
ッ
ズ
パ
ン
作
り

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
パ
ン
作
り
を
し

ま
す
。
レ
シ
ピ
は
羊
か
ん
パ
ン
と
レ
ー

ズ
ン
パ
ン
。
羊
か
ん
パ
ン
っ
て
、
さ
て

何
で
し
ょ
う
。
レ
ー
ズ
ン
も
リ
ッ
チ
に

入
れ
ま
す
よ
。
お
楽
し
み
に
！

日
時 

７
月
22
日（
日
）午
前
９
時
〜
正
午

場
所 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調
理
室

対
象 

年
中
・
年
長
の
お
子
さ
ん

定
員 

30
人

参
加
費 

５
０
０
円

持
参
す
る
物 

①
バ
ン
ダ
ナ
②
エ
プ
ロ

ン
③
ミ
ニ
タ
オ
ル
④
ふ
き
ん
⑤
持
ち

帰
り
密
閉
容
器

申
込
期
間 

７
月
10
日（
火
）〜
14
日（
土
）

午
後
７
時
〜
９
時

主
催 

キ
ッ
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

※
子
ど
も
が
好
き
で
、
お
料
理
も
好
き

な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
バ
ン
ダ

ナ
に
エ
プ
ロ
ン
姿
の
園
児
を
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
と
っ
て
も
か
わ

い
い
で
す
よ
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

横
山
☎
８

７
４
・
１
４
３
０

身
近
な
里
山
で
夏
休
み
親

子
キ
ャ
ン
プ
大
会

　

電
気
、水
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
親
子
、

自
然
を
大
切
に
す
る
仲
間
た
ち
と
の
楽

し
い
触
れ
合
い
の
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

日
時 

７
月
21
日（
土
）午
前
８
時
〜
22
日

（
日
）正
午
ま
で
の
１
泊
２
日

場
所 

牛
久
市
新
地
町
内
の
里
山

集
合
場
所 

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
に
午
前
８
時

内
容 

草
刈
り
、
枝
打
ち
な
ど
、
ス
カ

イ
ラ
イ
ダ
ー
、
木
登
り
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
や
ま
い
も
掘
り
、
ス
イ
カ
割
り
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー　

定
員 

５
組
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

対
象 

小
学
生
ま
で
の
親
子

用
意
す
る
物 

詳
細
は
申
し
込
み
受
け

付
け
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

参
加
費 
１
人
１
０
０
０
円

申
込
締
め
切
り
日 

７
月
10
日（
火
）

問
い
合
わ
せ 
「
木
と
ふ
れ
あ
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局（
阿
部
）☎
８
７

３
・
６
４
２
４

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
祭

　

親
子
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
！

日
時 

７
月
21
日（
土
）※
雨
天
時
は
28
日

（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所 

牛
久
自
然
観
察
の
森（
梅
林
の
奥

の
畑
）

対
象 

小
学
生
４
年
生
以
下
お
よ
び
未

就
学
児
の
親
子

定
員 

20
組

参
加
費 

親
子
２
人
で
５
０
０
円（
材
料

費
、
追
加
１
人
に
つ
き
２
０
０
円
）

服
装 

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
帽
子
、

軍
手
、
タ
オ
ル
※
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
物 

お
腕
、
お
箸
、
飲
み
物
、

お
に
ぎ
り
な
ど

申
込
締
め
切
り
日 

７
月
14
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
う
し
く
里
山
の
会（
横
山
）☎
８
７

４
・
１
４
３
０（
午
後
７
時
〜
９
時
）

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

　

文
化
庁
か
ら
委
嘱
を
受
け
た（
財
）伝

統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
よ
り
採
択
を

受
け
、
今
年
度
も
伝
統
文
化
こ
ど
も
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

◎
伝
統
文
化
い
け
ば
な
子
供
教
室

日
時 

７
月
14
日
、
８
月
４
日
・
25
日
、

９
月
１
日
、
10
月
６
日
・
20
日
、
11

月
17
日
、
12
月
１
日
・
22
日
、
１
月

19
日
、
２
月
２
日
・
16
日
の
各
土
曜

日
午
前
10
時
〜
正
午（
全
12
回
）※
会

館
の
都
合
に
よ
り
実
施
日
が
変
更
に

な
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
所 
み
ど
り
野
区
民
会
館（
南
４
‐
19
‐
２
）

内
容 

実
技（
生
け
る
、
水
揚
げ
法
、
花

ば
さ
み
の
使
用
方
法
）、
い
け
ば
な

文
化
史

対
象 

小
学
生
・
中
学
生
の
男
女

定
員 

20
人
※
先
着
順
。

参
加
費 

無
料
※
た
だ
し
、
お
花
代
と

し
て（
１
回
分
５
０
０
円
）。
初
回
に

６
０
０
０
円（
12
回
分
）徴
収
し
ま
す
。

持
参
す
る
物 

筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、

お
手
ふ
き
、
新
聞
紙
２
枚

講
師 

出
来
尾
桂
穂（
小
原
流
い
け
ば
な
会
）

申
込
締
め
切
り
日 

７
月
12
日（
木
）

後
援 

牛
久
市
教
育
委
員
会
、
牛
久
市

文
化
協
会

申
し
込
み
方
法 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
学
校
名
、
学
年
、
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

出
来
尾　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
３
・
７
８
０
８

◎
伝
統
文
化
茶
華
道
こ
ど
も
教
室

　

き
も
の
、
茶
道
、
華
道
の
体
験
学
習

が
で
き
ま
す
。

日
時 

７
月
30
日（
月
）か
ら
全
20
回

場
所 

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象 

小
中
学
生

定
員 

20
人
※
先
着
順
。

参
加
費 

花
代
８
５
０
円
、
茶･

菓
子

代
１
５
０
円

申
込
締
め
切
り
日 

７
月
25
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

草
月
流
い

け
ば
な
会（
伊
藤
）☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

１
・
２
１
５
５
Ｅ
メ
ー
ル

　

hagi-yuri@
kfz.biglobe.ne.jp

市役所☎873-2111　FAX873-7510
ホームページhttp://www.city.ushiku.ibaraki.jp/
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ゴ
ス
ペ
ル
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

ホ
ー
リ
ー
ブ
ラ
イ
ト
ｉ
ｎ
滝
美
園

　

牛
久
で
活
動
中
の
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク

ル
、
ホ
ー
リ
ー
ブ
ラ
イ
ト
の
サ
マ
ー
ラ

イ
ブ
も
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。

美
し
い
日
本
庭
園
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
ご
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時 

７
月
14
日（
土
）午
後
３
時
〜
４
時

場
所 

岡
見
第
一
医
院
隣
り
日
本
庭
園

「
滝
美
園
」

入
場
料 

無
料

後
援 

牛
久
市
文
化
協
会

問
い
合
わ
せ 

小
柳
☎
８
７
４
・
９
３

７
４
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.holybright.jp/

終
戦
当
時
の
海
外
引
き
揚

げ
者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
　

税
関
で
は
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
の

際
に
お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海

運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

ど
○
外
地
の
集
結
地
で
総
領
事
館
な
ど
に

預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う
ち
日
本

に
送
還
さ
れ
た
も
の

※
返
還
の
申
し
出
は
、
預
け
ら
れ
た
方

ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族
の
方

で
も
結
構
で
す
。
お
心
当
た
り
の
方

は
、
次
の
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支

署
つ
く
ば
出
張
所（
〒
３
０
５
‐
０

８
６
１
つ
く
ば
市
谷
田
部
４
４
５

９
‐
12
つ
く
ば
国
際
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
内
）☎
８
３
７
・
２
３
０
７

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
募
集

日
時 
７
月
18
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
40
分

場
所 
土
浦
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
２
ウ
ラ

ラ
ビ
ル
２（
７
階
））

内
容 

①
「
再
就
職
、
成
功
す
る
人
し

な
い
人
」
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

福
沢

恵
子
氏
②
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明

対
象 

育
児
や
介
護
な
ど
で
退
職
し
、

再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方
※
無
料

の
一
時
保
育（
定
員
10
人
）あ
り
。

定
員 

50
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

参
加
費 

無
料

申
込
締
め
切
り
日 

７
月
13
日（
金
）

主
催
（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務

所

後
援 

土
浦
公
共
職
業
安
定
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
（
財
）21
世
紀

職
業
財
団
茨
城
事
務
所
☎
０
２
９
・

２
２
６
・
２
４
１
３
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２

９
・
２
２
６
・
２
７
４
０

牛
久
沼
を
見
つ
め
て
│
宮

下
信
子
写
真
展

　

お
よ
そ
25
年
、牛
久
沼
を
拠
点
と
し
、

沼
の
自
然
、
ま
た
農
業
、
漁
業
を
営
む

人
び
と
の
暮
ら
し
が
感
じ
ら
れ
る
写
真

展
で
す
。

日
時 

７
月
31
日（
火
）ま
で
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

場
所 

食
と
農
の
科
学
館
ｉ
ｎ
つ
く
ば 

つ
く
ば
リ
サ
ー
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
つ

く
ば
市
観
音
台
３
‐
１
‐
１
）

入
場
料 

無
料

問
い
合
わ
せ 

食
と
農
の
科
学
館
ｉ
ｎ

つ
く
ば 

つ
く
ば
リ
サ
ー
チ
ギ
ャ
ラ

リ
ー（
独
立
行
政
法
人
農
研
機
構
広

報
課
）☎
８
３
８
・
８
９
８
０

所
得
税
の
予
定
納
期（
第

１
期
分
）

納
期
は
７
月
１
日
〜
31
日
で
す

　

予
定
納
期
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月

中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の

通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
予
定
納
期
と
は
？

　

前
年
分
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算

し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円
以
上

で
あ
る
場
合
に
、
原
則
そ
の
３
分
の
１

相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
と
11
月
に
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
予
定
納
税
額
の
減
額
の
申
請
・
納
付

　

７
月
減
額
申
請
を
す
る
場
合
は
、
７

月
17
日（
火
）ま
で
に
「
予
定
納
税
額
の

減
免
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
納
税
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

竜
ケ
崎
税
務
署
総
務
課

☎
０
２
９
７
・
６
０
・
２
０
０
４

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp

あ
な
た
は
家
内
労
働
法
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
と

生
活
安
定
を
図
る
た
め
、

・
委
託
者
は
、
家
内
労
働
者（
内
職
者
）

に
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
工
賃
は
、
全
額
を
１
カ
月
以
内
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
チ
キ
」
に
は
、
特

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ 

茨
城
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６

２
１
６
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●祭り名称①日時②場所③対象④その他⑤問い合わせ　※詳しくは各地区の担当者へお問い合わせください。

今年も市内各地で夏祭りが行われます。さまざま
なイベントがいっぱいの夏祭りに行ってみよう！

●上町　八坂神社祭礼
①7月21日（土）午後3時〜9時ごろ、22日（日）午後3時
〜9時ごろ②瑞野商店前広場、本部は上町区民会館、
山車は上町区内巡行③参加は行政区内の住民、見物は
どなたでも④21日は新川囃子、子どもみこし、城中
太鼓、源太囃子、大抽選会など。両日とも山車の巡行。

●下町　しもっぺ祭り
①7月21日（土）・22日（日）午後5時〜6時（子ども）、午
後5時〜9時（大人）②本郵便局前③どなたでも④ビンゴ
ゲーム、カラオケ、福引き（空くじなし）⑤区長（石野）
☎872-7377

●刈谷ふるさとづくり盆踊り大会
①8月25日（土）・26日（日）午後6時〜9時（予定）②刈谷
中央公園③行政区内の住民④模擬店（各種団体）、踊り
　ほか⑤実行委員会

●城中盆踊り
①8月25日（土）午後5時〜②城中得月院前広場③どな
たでも④盆踊り、カラオケ大会、源太踊り、上町
ひょっとこ、抽選会⑤城中源太保存会（昼田）☎873- 
6524

●緑ヶ丘区民祭
①8月25日（土）・26日（日）午後6時〜9時②緑ヶ丘区民
館広場③どなたでも④模擬店（焼き鳥50円、焼きそば
100円など）⑤区長（羽生田）☎872-6597

●秋住団地納涼祭
①8月25日（土）午後6時〜9時②秋住団地自治会館と
その周辺③行政区内の住民やその友人・親戚の方など
④飲み物以外無料⑤自治会長（仙波）☎873-4062

●神谷二区祭り
①8月4日（土）午後3時〜5時（カラオケ）、午後6時〜9
時ごろ（盆踊り）※雨天の場合は5日（日）②神谷二区会館
隣り④子どもみこし、盆踊り、綿あめ、氷かきなど⑤
神谷二区お祭り実行委員会

●むつみ「ふれあいの祭典」夏祭り
①8月25日（土）午後5時〜9時②むつみ会館広場③行政
区内の住民④盆踊り⑤区長（根本）☎873-0926

●柏田台夏祭り
①8月25日（土）午後3時〜8時②区内防災広場③行政区
内の住民④子どもみこし、フラダンス観賞、南京玉簾

（大道芸）、ビンゴゲーム⑤区長（小島）☎873-2882

●向台自治会第29回納涼盆踊り大会
①8月18日（土）午後7時〜、19日（日）午後6時30分〜②
本町第1街区公園（旧本町第二区集会所前公園）③どな
たでも④子供会育成会、南商店会の出店があります。
⑤実行委員長（栗原）☎873-7062

●東みどり野区盆踊り大会
①8月4日（土）午後5時〜9時、5日（日）午後5時〜8時30
分②みどり野第一街区公園（ローソン裏）③どなたでも
④盆踊り、模擬店、輪投げ（子ども対象）、チビッ子タ
イムにはやぐらの上で踊れます。⑤区長（高橋）☎874- 
3126

●一厚西区　蚕
こかげさん

影山神社大祭
①8月23日（木）午前11時〜（式典）、午後5時〜（アトラ
クション）②一厚公民館③どなたでも④カラオケ、子
供会による模擬店多数⑤神社総代（磯崎）☎874-2353

●五
い そ せ

十瀬神社祭礼
①7月29日（日）午後2時ごろ〜②下根区民会館③行政
区内の住民④みこし⑤区長（山越）☎872-5882

●松ヶ丘納涼夏祭り
①8月4日（土）午後5時30分〜10時②柏田第4街区公園

（国道408号沿い、スーパーヤマウチの裏）③どなたで
も④盆踊り、牛久かっぱ太鼓、花火大会、模擬店⑤区
長（鈴木）☎872-5850

●女化区盆踊り
①8月18日（土）午後7時ごろ②女化青年研修所③どな
たでも⑤区長（日下部）☎872-0474

●第八岡見盆踊り大会
①8月25日（土）午後6時〜9時②第八岡見自治会運動広
場③どなたでも（模擬店は自治会で出店）④踊り（第八岡
見音頭、河童ばやしほか）、模擬店（焼き鳥、焼きそば、
輪投げ、金魚すくいなど）⑤区長（佐々木）☎872-3409、
伏見☎871-1901

●観音様祭り
①8月4日（土）午後6時〜9時②小坂恵眼院境内③行政
区内の住民④ビンゴゲーム、ヨーヨー釣り、ビデオ上
映、金魚すくいなど⑤区長（齋田）☎875-1014

●小坂団地夏祭り
①8月11日（土）午後3時〜8時②小坂団地第一児童公園
③どなたでも④三世代の交流（踊り、ゲーム、模擬店、
子ども囃子）⑤区長（橋詰）☎872-6053
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◆受付日程　（申込受付場所は市社会福祉課）
申込受付期間　7月5日（木）〜13日（金）※土･日曜除く。
抽　選　日　 7月18日（水）午後2時〜
抽選場所　市役所分庁舎第2会議室（2階）
入居可能日　平成19年8月（住宅により多少異なります）
※抽選の際、入居決定者のほかに補欠者を数名決定し

ます。（補欠の有効期間は抽選日から3カ月間です）
◆入居資格

（1）同居親族がいること。
　単身者でも次の場合は申し込み可能です。（単身で
入居可能な住宅は一部です）
　・満60歳以上の方
　・身体障害者手帳の交付を受けている方
　　（障害の程度が1級〜4級）
　・生活保護を受けている方

（2）牛久市に居住または勤務していること。（外国人登
録の場合は永住許可に限る）

（3）収入基準に当てはまること。
　（給与所得が1人の場合の税込み総収入額：
　1人世帯367万円以下、2人世帯415万円以下、
　3人世帯462万円以下、4人世帯510万円以下、
　5人世帯557万円以下）

（4）すべての税を滞納していないこと。（税の未申告者
は申し込みできません）

（5）婚姻の予定者の申し込みは、入籍予定日からさか
のぼって2カ月以内です。

（6）持ち家がなく、現在住居に困窮していること。
（7）その他
◆申し込みに必要な書類
※（1）〜（5）は必須。（6）〜（10）は該当者のみ。ただし、
（3）〜（5）は同意書の提出で省略が可能です。同意
書は市社会福祉課に用意してあります。

（1）入居申込書
（2）健康保険証の写し（入居希望者全員分）
（3）住民票（入居希望者全員分）
（4）市県民税課税（所得）証明書または非課税証明書
◎平成18年以降に転職、就職された方は給与支払い

証明書（1カ月以上の実績）を添付する。
◎退職された方は、退職証明書など無収入を証明する

書類を添付する。
（5）納税証明書（すべての税目・入居希望者全員分）
（6）勤務地証明書（牛久市以外に居住の方）
（7）障害者手帳の写し（障害者のみ）
（8）戸籍謄本（寡婦夫のみ）
（9）借家などの契約書の写し（借家･アパートに居住の方）
（10）婚約証明書など、その他必要書類
※期間内に書類不備の場合は受け付けできませんので

ご注意ください。
◆入居時に必要なもの

（1）誓約書（連帯保証人2人、市内または近隣市町村の方）
（2）敷金および駐車場保証金（家賃の3カ月分）
（3）ふろがま、照明器具など

※今回、単身入居が可能なのは猪子住宅、南裏
第2住宅です。

※家賃は入居者によって異なります。
※ペットは禁止となっております。

＜募集住宅の概要＞
市営住宅入居者募集

南裏第2住宅1号室（1階部分・単身入居可）
構　造 鉄筋コンクリート造 5階建て （エレベーターなし）

牛久市牛久町2524-18
家賃：15,000〜24,900円／月　駐車場1台可1,300円／月
3K（和室6畳×2、和室4.5畳、台所3畳）
昭和48年
県南水道、公共下水道、プロパンガス

住　所
使用料
間取り
築年度
その他

猪子住宅36号室（単身入居可）
構　造 木造平屋

牛久市柏田町3039-41
家賃：8,000〜13,300円／月
2K（和室6畳×2、台所2.5畳）
昭和35年
県南水道、くみ取り、プロパンガス

住　所
使用料
間取り
築年度
その他

南裏第2住宅5号室（2階部分・単身入居可）
構　造 鉄筋コンクリート造 5階建て （エレベーターなし）

牛久市牛久町2524-18
家賃：15,000〜24,900円／月　駐車場1台可1,300円／月
3K（和室6畳×2、和室4.5畳、台所3畳）
昭和48年
県南水道、公共下水道、プロパンガス

住　所
使用料
間取り
築年度
その他

南裏住宅3-202号室（2階部分）
構　造 鉄筋コンクリート造 4階建て （エレベーターなし）

牛久市牛久町2524-2
家賃：24,800〜41,100円／月　駐車場1台可1,500円／月
3ＤK（和室6畳×2、和室4.5畳、ＤK6畳）
平成2年
県南水道、公共下水道、都市ガス

住　所
使用料
間取り
築年度
その他

神谷住宅112号室（1階部分）
構　造 鉄筋コンクリート造 3階建て （エレベーターなし）

牛久市さくら台2-19-7
家賃：17,800〜29,500円／月　駐車場1台可1,500円／月
3ＤK（和室6畳×2、和室3畳、ＤK5畳）
昭和50年
県南水道、公共下水道、プロパンガス

住　所
使用料
間取り
築年度
その他

神谷住宅124号室（2階部分）
構　造 鉄筋コンクリート造 3階建て （エレベーターなし）

牛久市さくら台2-19-7
家賃：17,800〜29,500円／月　駐車場1台可1,500円／月
3ＤK（和室6畳×2、和室3畳、ＤK5畳）
昭和50年
県南水道、公共下水道、プロパンガス

住　所
使用料
間取り
築年度
その他

問い合わせ　市社会福祉課☎873-2111内線1715
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問い合わせ　市生涯学習課
☎871-2301

「
昔
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く
」
の
写
真
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募
集
し
て
い
ま
す

　下根町にあった岡田小学校下根分校の写真です。下根分
校は、明治7年下根小学校として創立され、明治42年岡田
第二尋常小学校と改称されました。昭和13年に岡田第一（柏
田）第三（岡見）第四（女化）が統合され、岡田尋常小学校の下
根分校となりました。本校への統合により下根分校は昭和
47年3月31日に閉校されました。その後平成12年4月に新
築されるまで下根保育所として利用されていました。

（岡田小学校PTA三十周年の背景より 岡見町三俣氏所有）

　牛久教会こどものいえ幼稚園のお友だ
ちは、模造紙にアジサイを描きました。
　アジサイの花は、障子紙に絵の具を染
み込ませる「染め」という技法を使って
います。葉っぱや雨、カタツムリやカエ
ルなどの雨の好きな小動物をクレヨンで
描きました。梅雨の様子がとても上手に
表現できましたね。

牛久教会こどものいえ幼稚園
のお友だち

 100％再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

牛久教会こどものいえ幼稚園
のお友だち
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